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帯
広
畜
産
大
学
文
学
研
究
室

 

（

）

 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
五
年
四
月
三
十
日
受
理 

  

A
n introductory study on Shu E

m
a “Yam

a no Tam
i”

2
: 

〔

〕

A research on the process of rew
riting(2)

From
 original version to G

akkai version(B
) 

・

Jun’ichi SH
IB

A
G

U
C

H
I 

  

は
じ
め
に 

  

江
馬
修
の
『
山
の
民
』
は
、
大
き
く
三
度
の
改
稿
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
、
初
稿

（
雑
誌
『
ひ
だ
び
と
』
掲
載
）
か
ら
学
会
版
（
飛

考
古
土
俗
学
会
発
行



）
へ
の
改
稿
の
う

ち
の
前
半
、
す
な
わ
ち
初
稿
第
一
編
か
ら
学
会
版
第
一
部
へ
の
改
稿
を
前
稿
で
は
検
討
し
た
。

稿
は
、
続
く
第
二
編
か
ら
第
二
部
へ
の
改
稿
を
検
討
す
る
。 
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本

 

比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
便
宜
上
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
各
単
位
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を

付
し
た
。
そ
の
単
位
分
け
は
む
ろ
ん
形
式
上
の
も
の
で
、
章
分
け
に
加
え
て
、
各
章
中
に
行

な
わ
れ
る
一
行
あ
け
に
よ
る
区
分
を
併
用
し
た
。
章
と
い
う
単
位
だ
け
で
は
少
々
大
雑
把
に

す
ぎ
、
よ
り
小
さ
な
単
位
の
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
一
行
あ
け
の

区
分
に
は
少
々
微
妙
な
ケ
ー
ス
が
存
在
し
、
ぶ
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

各
単
位
に
は
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
た
。
さ
ら
に
、
各
単
位
に
は
内
容
の
ご
く
簡
単
な
要
約
を
付

し
た
。
作
品
全
体
の
流
れ
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
各
単
位
同

士
の
対
応
を
よ
り
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
も
要

約
を
付
す
の
は
重
複
が
多
く
あ
ま
り
に
も
煩
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
初
稿
に
は
な
い
第
三
部

が
あ
る
、
ま
た
そ
れ
を
除
く
部
分
に
お
い
て
も
お
お
か
た
は
初
稿
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
と
い

え
る
学
会
版
の
み
に
行
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
初
稿
は
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
記
し
た
も
の
に

な
る
。
た
だ
、
初
稿
は
雑
誌
掲
載
の
た
め
通
し
ペ
ー
ジ
を
記
し
得
ず
、
や
む
な
く
各
雑
誌
の

ペ
ー
ジ
を
記
し
た
。
い
ず
れ
の
テ
キ
ス
ト
も
単
位
に
付
し
た
番
号
は
全
編
の
通
し
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
編
及
び
部
ご
と
と
し
た
。
ま
た
、
二
つ
を
容
易
に
区
別
で
き
る
よ
う
初
稿
の
番

号
は
〔 

〕
付
け
で
記
し
た
。
前
稿
で
は
以
上
の
よ
う
に
、
学
会
版
に
つ
い
て
は
ペ
ー
ジ
数

を
記
し
た
単
位
分
け
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
要
約
、
初
稿
は
ペ
ー
ジ
数
を
記
し
た
単
位
分

け
の
み
の
一
覧
を
掲
げ
た
。
そ
し
て
、
二
つ
を
対
照
す
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
同
士
を

対
応
さ
せ
た
表
を
作
成
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
編
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
参
照

し
つ
つ
、
第
一
編
か
ら
第
一
部
へ
の
改
稿
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
。
続
く
第
二
編
か
ら
第
二

部
へ
の
改
稿
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
参
照
す
る
こ
と
は
是
非
と
も
必
要
で
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あ
る
。
そ
こ
で
、
重
複
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
改
め
て
そ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、

稿
の
対
象
と
す
る
学
会
版
第
二
部
及
び
初
稿
第
二
編
の
部
分
の
み
と
す
る
。 
本

 

第
二

 
 

 

梅
村
速
水 

部 
奔
流 

一
1 

祝
宴
。 

京
都
の
旅
宿
で
郡
中
会
所
総
代
ら
、
郡
上
藩
退
去
・
天
朝
直
支
配
を
喜
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
3
～
13

 ）

2 

慶
応
二
年
、
桜
井
誠
一
を
名
の
り
飛

を
訪
れ
た
と
き
の
梅

  

（
14
～
21

 

村
速
水
。

）

3 

（
三
月
一
日
）
梅
村
飛

高
山
に
入
り
、
翌
日
竹
沢
と
会
見
。 

 
 
 
 

（
22
～

 

30
）

4 

去
る
。 

 

梅
村
、
脇
田
よ
り
事
情
を
聞
き
、
竹
沢
、
山
王
祭
を
直
前
に
し
た
飛

を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
30
～
41
） 

5 

（
三
月
十
四
日
）
梅
村
就
任
を
宣
言
し
、
地
役
人
二
十
ヶ
条
の
伺
書
を
提
出
し
、
返
答
と

同
時
に
叱
責
を
受
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
41
～
46
） 

6 

（
三
月
十
七
日
）
郡
中
会
所
総
代
、
梅
村
に
願
書
を
提
出
す
る
が
怒
り
を
買
い
蟄
居
を
命

じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
46
～
51

 ）

7 

竹
沢
捕

知
ら
せ
に
動
揺
す
る
人
々
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
51
～
55
） 

縛
の

 
 

 

お
つ
る 

二

 

8 

維
新
が
抱
え
る
様
々
な
困
難
と
梅
村
の
政
策
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
56
～
58

 ）

 

9 

梅
村
、
役
人
た
ち
と
妻
帯
の
こ
と
を
話
し
合
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
59
～
65
） 

 

10 

梅
村
、
笠
松
の
役
所
に
出
張
の
途
中
、
番
所
の
役
人
の
屋
敷
で
お
つ
る
に
出
会
う
。

 
 

 
 
 
 
 
 

（
65
～
74

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2

江
馬
弥
平
、
徳
兵
衛
の
家
を
訪
れ
、
み
ず
か
ら
の
印
籠
と
刀
を
自
慢
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

173
～
180

 

）
 

1 

梅
村
、
お
つ

陣
屋
に
連
れ
て
帰
り
、
結
婚
を
決
意
。 

 
 
 
 
 

（
74
～
80
） 

1

る
を

 
 

 

労
働
と
諦
念 

三
12 

石
灰
焼
場
の
親
子
と
通
り
が
か
り
の
ぼ
っ
か
、
世
を
語
り

 
 
 

（
81
～
94

 

合
う
。

）

13 

東
本
願
寺
の
連
枝
霊

 
 
 
 
 
 

（
94
～
100

 

樹
院
勝
縁
、
飛

来
訪
の
知
ら
せ
。

）

 

連
枝
、
飛


行
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
100
～
104
） 

14

を
巡

 
 

小
さ
い
一
人 

四
15 

捨
て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村
と
お
つ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
105
～
110
） 

16

狩
り
に
出
た
梅
村
、
雨
宿
り
に
入
っ
た
一
軒
の
百
姓
家
に
一
人
泣
く
赤
ん

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
110
～
116

 

 

坊
を
発
見
。 ）

17 

助
右
ェ
門
の
田
圃
の
田
植
え
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
116
～
123

 ）

 

口
を
い
う
。 

18

田
植
え
の

中
弥
助
の
嬶
、
梅
村
に
呼
び
出
さ
れ
、
田
植
衆
、
梅
村
の
悪

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
123
～
130

 ）

 

田
植
え
の

で
ま
た
梅
村
の
悪
口
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
130
～
137
） 

19

宴
会

 
 

旧
弊
一
新 

五
0 

一
。 

2

梅
村
、
高
山
県
知
事
に
任
命
さ
れ
、（
七
月
一
日
）
布
告
を
発
表
、
そ
の
第

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
138
～
141

 ）

21 

布
告
の
第
二
・
第
三
に
お
い
て
、
人
倫
の

 

（
141
～
145

 

大
道
と
民
衆
の
教
化
を
説
く
。

）

22 

布
告
の
第
四
に
お
い
て
、
勧
農
を
説
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
145
～
146

 ）

23 

後
の
布
告
第
五
に
お
い
て
、
富
国

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
146
～
147

 

を
説
く
。

）

24 

梅
村
が
行
な
っ
た
そ
の
他
の
政
策
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
147
～
150
） 

25 

梅
村
と
お
つ
る
、
花
売
り
の
少
女
か
ら
花
を
買
い
、
み
ず
か
ら
建
て
た
捨
て
児
の
墓
に

で
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
150
～
158
） 

詣

 

弥
平
と
徳
兵
衛 

 

六

 

26 

百
姓
七
兵
衛
と
勧
農
方
五
郎
左
衛
門
の
い
い
争
い
に
、
勧
農
方
徳
兵
衛
が
来
て
仲
裁
。 

 
 
 
 
 
 

（
59
～
173
） 

1

 

7 

。 

（

）

 

28 

弥
平
の
生
い
た
ち
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

180
～
186

 

（

）

 

9 

こ
れ
か
ら
の


に
つ
い
て
お
お
い
に
語
る
弥
平
と
徳
兵
衛
。 

 
 
 
 

（
186
～
199
） 

2

飛

 
 

 

下
々
の
下
国 

七

 
30 

飛

に
特
別
な
年
貢
・
買
請
米
制
度
と

 
 

200
～
209

 

そ
れ
に
対
す
る
梅
村
の
考
え
。

（

）

 
31 

梅
村
の
行
な
っ
た
様
々
な
救
恤
政
策

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

209
～
212

 

。

（

）

 

32 
天
保
大
飢
饉
死
者
の
た
め
の
大
法

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

212
～
219

 

要
。

（

）

 
 

法
要
か
ら
帰
る
途

百
姓
た
ち
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
219
～
222
） 

33

中
の

 
 

八 

神
を
瀆
す
る
も
の 

―40― 
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34 

（
九
月
八
日
）
明
治
改
元
と
（
十
月
）
東
京
行
幸
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
223

 ）

 
35 

秋
祭
り
準
備
の
な
か
、
梅
村
へ
の
不
満
を
語
る
百
姓
た
ち
。 

 
 
 
 

（
223
～
229

 ）

 

36 
祭
り
の
準
備
中
、役
人
が
お
社
の
御
神
体
を
調
べ
に
来
て
没
収
、祭
り
は
中
止
に
な
る
。 

（
229
～
237

 ）

 

7 

と
な
る
。 

3

他
の
村
々
で
も
御
神
体
調
べ
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
村
々
で
祭
り
が
中
止

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
237
～
240

 ）

 

38 

郷
兵
の
組
織
に
つ
い
て
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
241
～
244

 ）

 

9 

梅
村
、
不

子
を
捕
縛
し
、
太
政
官
に
新
た
な
進
言
。 

 
 
 
 
 

（
244
～
247
） 

3

平
分

 
 

 

堤
防
工
事 

九

 

40 

梅
村
、
洪
水
対
策
の
た
め
に
堤
防
工
事
に
着
手
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
248
～
252

 ）

 

41 

梅
村
、
堤
防
工
事
の
現
場
を
訪
れ
工
事

 
 
 
 
 
 

（
252
～
256

 

の
遅
れ
に
対
処
。

）

 

42 

堤
防
が
完
成
し
、
祝
宴
が
催
さ
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
256
～
261

 

る
。

）

 

43 

祝
宴
に
梅
村
・
お
つ
る
が
参
加
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
261
～
268

 ）

 

4 

梅
村
・
お
つ
る

後
も
祝
宴
は
続
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
268
～
275
） 

4

退
席

 
 

 

合
羽
屋
お
ら
く 

十

 

45 

梅
村
、
密
通
を
厳
し
く
禁
止
す
る
と
と
も
に

 
 
 

（
276
～
279

 

、
遊
女
屋
を
設
置
。

）

 

46 

六
人
の
女
を
密
通
の
疑
い
で
取
り
調
べ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
279
～
285

 ）

 

47 

村
山
三
郎
、
お
ら
く
と
吉
住
弘
之

 

（
286
～
299

 

進
を
発
見
し
、
お
ら
く
を
お
ど
す
。

）

 

48 

お
ら
く
と
下
女
お
か
ね
を
尋
問
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
99
～
303
） 

2
 

9 
。 

4

お
ら
く
・
お
え
い
と
、
吉
住
弘
之
進
・
礼
助
に
対
す
る
処
罰
の
言
い
渡
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
303
～
311

 ）
 

50 

（
十
二
月
二
日
）
お
ら
く
、
制
札
場
で
晒
し
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。 

 
 

312
～
316
） 

（

 
 

 

51

梅
村
の
お
ら
く
へ
の
意
趣
返
し
を
う
わ
さ
し
、
戦
々
恐
々
と
す
る
人
々
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
316

319
） 

～

 

2 

う
。 

5

藤
兵
衛
・
五
郎
作
ら
百
姓
、
居
酒
屋
で
お
ら
く
・
梅
村
に
つ
い
て
語
り
合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
319
～
332
） 

 

第
二
編 

梅
村
速
水 

 
 
 

一 

 

〔
1
〕 

2
～
6 

(一)

 

〔
2
〕 

6
～
8 

 

〔
3
〕 

9
～
13 

 

〔
4
〕 

13
～
18 

 

5

 

18
～
20 

〔

〕

 
 
 

二 

 

〔
6
〕 

30
～
36 

(二)

 

〔
7
〕 

46
～
49 

(三)

 

〔
8
〕 

49

50 

～

 

〔
9
〕 

50 

 

〔
10
〕 

50
～
51 

 

〔
11
〕 

51
～
56 

 

2

 

56
～
58 

〔
1
〕

 
 
 

三 

 

〔
13
〕 

48
～
54 

(四)

 

4

 

54
～
59 

〔
1
〕

 
 
 

四 

 

〔
15
〕 

48
～
53 

(五)

 

〔
16
〕 

54
～
55 

 
 

55
～
58 

〔
17
〕

 
 
 

五 

 

〔
18
〕 

50
～
54 

(六)

 
〔
19
〕 

54
～
57 

 
〔
20
〕 

50
～
53 

(七)

 

〔
21
〕 

53
～
55 

 

〔
22
〕 
55
～
56 

 

〔
23
〕 

57
～
58 
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六 

 
〔
24
〕 

46 
 
 

(八)

 

〔
25
〕 

46
～
56 

 

〔
26
〕 
56

57 

～
 

7

 
57 

〔
2
〕

 
 
 

七 

 

〔
28
〕 

48
～
51 
(九)   

〔
29
〕 

51
～
57 

〔
30
〕

 
 
 

八  

57
～
58 

 

〔
31
〕 

46
～
47 

(十)

 

〔
32
〕 

48
～
50 

 

〔
33
〕 

50
～
52 

 

〔
34
〕 

52
～
55 

 

〔
35
〕 

55
～
57 

一 

梅
村
速
水 

7 6 5 4 3 2 1 

第
二
部 

奔
流 

 
 
 
 

（
学
会
版
） 

〔
5
〕 

〔
4
上
〕 

〔
3
下
〕 

〔
4
下
〕 

〔
3
上
〕 

〔
2
〕 

〔
1
〕 

 

一 

（一） 

〔
1
〕

 
〔
2
〕

 

〔
3
〕

 

〔
4
〕

 

〔
5
〕

 
 

第
二
編 

梅
村
速
水 

 
 
 
 
 

（
初
稿
） 

 

 

六 

弥
平
と
徳
兵
衛 

五 

旧
弊
一
新 

四 

小
さ
い
一
人 

三 

労
働
と
諦
念 

二 

お
つ
る 

28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 

〔
20
上
〕 

 

〔
12
〕 

〔
10
〕 

〔
9
〕 

〔
8
〕 

〔
7
〕 

〔
6
〕 

〔
17
〕 

〔
16
〕 

〔
15
〕 

 

〔
11
下
〕 

〔
14
〕 

〔
13
〕 

 

 二 

 

四 

 

三 

 

 
（三） (二) （五） （四） 

 

〔
7
〕 

〔
8
〕 

〔
9
〕 

〔
10
〕 

〔
11
〕 

〔
12
〕 

〔
6
〕 

〔
15
〕 

  

〔
16
〕 

  

〔
17
〕 

〔
13
〕 

 

〔
14
〕 
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九 

堤
防
工
事 

八 

神
を
瀆
す
る
も
の 

 

七 

下
々
の
下
国 

 

 

44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 

〔
30
〕 

〔
29
〕 

〔
28
〕 

〔
23
〕 

〔
22
〕 

〔
27
〕 

〔
26
〕 

〔
25
下
〕 

〔
18
下
〕 

〔
20
下
〕 

〔
25
上
〕 

〔
24
〕 

〔
19
〕 

〔
21
〕 

〔
11
上
〕 

〔
18
上
〕 

 

七 

 

六 五 

 

（九） （八） （七） （六）  

〔
28
〕

  

〔

 

29
〕

 

〔
30
〕

〔
24
〕

  

〔
25
〕

  

〔
26
〕

  

〔
27
〕

〔
20
〕

〔
21
〕

〔
22
〕

〔
23
〕

〔
18
〕

〔
19
〕

 

 

十 

合
羽
屋
お
ら
く 

52 51 50 49 

 

48 47 46 45 

 

〔
31
下
〕 

〔
35
〕 

〔
34
上
〕 

〔
33
〕 

〔
34
下
〕 

〔
32
〕 

 

〔
31
上
〕 

八 

（十） 

〔
31
〕 

  

〔
32
〕 

  

〔
33
〕 

  

〔
4

〕 

3  

〔
35
〕 

後
に
あ
げ
た
対
照
表
は
、
学
会
版
を
基
準
と
し
、
初
稿
を
い
わ
ば
そ
れ
に
合
わ
せ
る
形
で

作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
、
初
稿
の
単
位
の
順
番
が
前
後
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
い
た
し

方
が
な
い
。
ど
ち
ら
の
順
も
変
え
ず
に
行
な
う
と
い
う
方
法
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の

場
合
に
は
対
応
す
る
単
位
を
線
か
何
か
で
結
ぶ
し
か
な
く
、
網
目
状
の
錯
綜
し
た
も
の
が
で
き

あ
が
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
全
体
の
構
成
の
変
化
も
見
え
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う

あ
ろ
う
。 

で

 

も
う
ひ
と
つ
、
こ
の
表
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
初
稿
に
も
学
会
版
と
同
様
に
章
を
記
し
た

こ
と
、
ま
た
も
と
も
と
の
章
を
構
成
す
る
単
位
も
記
し
て
お
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

初
稿
の
章
の
並
び
に
も
前
後
が
生
じ
、
ま
た
対
応
部
分
の
単
位
と
も
と
も
と
の
章
を
構
成
す
る

単
位
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

下
段
に
記

し
た
も
の
が
、
も
と
も
と
の
章
を
構
成
す
る
単
位
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
初
稿
の
章
と
し
て
記

し
た
も
の
は
か
な
り
大
雑
把
な
対
応
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
初
稿
に
は
、
章
に
合

わ
せ
て
連
載
の
回
数
も
記
し
て
お
い
た
。
数
字
の
下
に
「
上
」
ま
た
は
「
下
」
と
記
し
た
単
位

は
、
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
空
欄
は
す
べ
て
該
当
部
分
な
し
で
あ
る
こ
と
は
い
う
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ま
で
も
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

一 

 

前
稿
で
検
討
し
た
第
一
編
か
ら
第
一
部
へ
の
改
稿
に
比
べ
、
第
二
編
か
ら
第
二
部
へ
の
改
稿

は
そ
の
程
度
が
は
な
は
だ
し
い
。
構
成
の
変
更
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
も

少
な
く
な
い
。
ま
た
、
省
か
れ
た
部
分
も
あ
る
。
第
一
編
か
ら
第
一
部
へ
の
改
稿
で
は
章
の
並

び
は
基
本
的
に
変
わ
ら
ず
、
構
成
の
変
更
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
。
新
た
に
加
え
ら
れ

た
部
分
も
少
な
く
、
省
か
れ
た
部
分
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
前
稿
で
も
強
調
し
て
お
い
た
よ
う

に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
単
位
内
に
お
け
る
小

さ
な
変
更
は
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
く
小
さ
な
追
加
や
省
略
は
少
な
く
な
か
っ
た
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
に
ま
と
め
て
補
足
す
る
予
定
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
は
全
体
の
基
本

的
な
改
稿
の
あ
り
方
を
明
ら
か
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
選
ん
だ
方
法
が
、
形
式
的
に
分
節
可

能
な
単
位
の
、
そ
の
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
比
較
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
構
成
の
変
更
、
新

に
加
え
ら
れ
た
部
分
、
省
か
れ
た
部
分
の
順
に
検
討
し
て
い
く
。 

た

 

構
成
の
変
更
は
大
き
く
い
っ
て
三
箇
所
あ
る
。第
一
は
、学
会
版
の
単
位
番
号
で
い
え
ば
3
か

ら
6
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
第
二
は
、
学
会
版
で
は
七
章
と
八
章
の
全
範
囲
に
わ
た
る
30
か
ら

39
ま
で
。
そ
し
て
第
三
は
、
49
か
ら
51
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
第
二
は
二
つ
の
章
に
分
か
れ

て
い
る
が
、
二
つ
は
連
続
し
、
か
つ
相
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の
で
一
括
し
て
扱
う
。
わ
か

る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
か
に
小
さ
な
変
更
も
い
く
つ
か
あ
る
。
学
会
版
四
章
の
部
分
に
は
〔
11
下
〕

が
あ
り
、
六
章
に
は
〔
20
上
〕
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
初
稿
で
は
同
じ
単
位
で
あ
っ
た
〔
11
上
〕、

〔
20
下
〕
が
そ
れ
ぞ
れ
七
章
と
八
章
に
あ
る
の
で
、
第
二
の
変
更
を
検
討
す
る
際
に
扱
う
。
ま

た
九
章
の
は
じ
め
に
は
〔
31
上
〕
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
初
稿
で
は
同
じ
単
位
だ
っ
た
〔
31
下
〕

が
学
会
版
の
51
の
部
分
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
第
三
の
変
更
を
検
討
す
る
際
に
触
れ
る
。
そ

し
て
、
変
更
は
実
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
少
々
異
な
る
章
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
、

つ
ま
り
は
章
ま
る
ご
と
の
変
更
で
あ
る
。
初
稿
二
章
が
四
章
の
あ
と
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
決
し
て
小
さ
な
変
更
と
は
い
え
な
い
が
、
論
の
展
開
上

後
に
扱
う
こ
と

に
す
る
。 

 

ま
ず
は
第
一
の
変
更
、
学
会
版
の
3
か
ら
6
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
学
会
版
3
か
ら
6
ま

で
に
対
応
し
て
い
る
の
は
初
稿
の
〔
3
〕
と
〔
4
〕
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
に
分

断
さ
れ
、
互
い
に
抱
き
合
わ
せ
る
よ
う
な
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
3
上
〕
は
前
の

〔
2
〕
と
連
続
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
学
会
版
の
3
が
〔
4
下
〕
と
と
も
に
構
成
さ
れ
て

る
の
で
そ
れ
も
ひ
っ
く
る
め
て
考
え
る
。 

い

 

要
約
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
学
会
版
の
こ
の
部
分
は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
の
竹
山
寛
三
郎
の
後

任
と
し
て
、
梅
村
速
水
が
飛

高
山
に
や
っ
て
く
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
り
、
郡
中
会
所
総
代
が

梅
村
に
願
書
を
提
出
し
て
怒
り
を
買
い
蟄
居
を
命
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

あ
い
だ
に
、
竹
沢
と
梅
村
の
会
見
、
山
王
祭
を
直
前
に
し
た
飛

を
去
る
竹
沢
（
脇
田
頼
三
か

ら
事
情
を
聞
く
梅
村
を
含
む
）、
地
役
人
に
よ
る
二
十
ヶ
条
の
伺
書
の
提
出
（
梅
村
の
就
任
宣
言

を
含
む
）
が
順
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
初
稿
で
は
、
梅
村
到
着
の
あ
と
に
飛

を

去
る
竹
沢
が
描
か
れ
、
続
け
て
地
役
人
に
よ
る
伺
書
の
提
出
が
記
さ
れ
て
い
た
。
竹
沢
と
梅
村

の
会
見
の
場
面
は
そ
の
あ
と
に
あ
り
、

後
に
郡
中
会
所
総
代
か
ら
の
願
書
提
出
云
々
が
記
さ

て
い
た
の
で
あ
る
。 

れ

 

構
成
変
更
の
理
由
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
初
稿
で
は
、
竹
沢
が
去
っ
た
あ
と
に
梅
村

と
の
会
見
が
記
さ
れ
て
お
り
、
時
間
が
前
後
し
て
い
る
。
学
会
版
に
お
け
る
変
更
は
主
と
し
て

そ
れ
を
正
す
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
約
に
お
い
て
も
（ 

）
付
き
で
日
付
を
記
し

て
お
い
た
よ
う
に
、
梅
村
の
高
山
入
り
は
三
月
一
日
で
、
翌
日
竹
沢
と
の
会
見
を
行
な
っ
て
い

る
。
地
役
人
の
伺
書
は
三
月
十
四
日
に
提
出
さ
れ
、
郡
中
会
所
総
代
の
願
書
の
提
出
は
三
月
十

七
日
で
あ
っ
た
。
日
付
は
す
べ
て
学
会
版
に
明
記
さ
れ
、
初
稿
で
も
三
月
十
七
日
を
除
く
ほ
か

は
記
さ
れ
て
い
た
。
竹
沢
が
飛

を
去
っ
た
日
だ
け
が
い
ず
れ
に
も
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

山
王
祭
が
三
月
十
五
日
で
あ
る
こ
と
は
い
ず
れ
に
も
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
祭
り
が
近
づ
き
つ

つ
あ
っ
た
頃
、
竹
沢
は
そ
れ
を
待
た
ず
に
出
発
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
た
い
ず
れ
に
も
記
さ
れ

い
た
。
学
会
版
は
、
ま
さ
に
日
付
に
し
た
が
っ
た
形
に
書
き
改
め
た
の
で
あ
る
。 
て

 
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
小
説
は
必
ず
し
も
時
間
的
な
順
序
に
し
た
が
っ
て
記
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
編
か
ら
第
一
部
へ
の
改
稿
に
お
い
て
も
、
同
様

の
理
由
か
ら
変
更
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
時
間
順
序

へ
の
変
更
は
必
ず
し
も
よ
り
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
部
分
は

―44― 
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や
は
り
、
改
稿
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
構
成
に
な
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
竹
沢
が
去
っ
た

あ
と
に
、
こ
と
さ
ら
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
梅
村
と
の
会
見
を
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

は

 

後
に
、
対
照
表
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
〔
4
〕
が
、
そ

れ
ぞ
れ
3
の
一
部
と
、
5
及
び
6
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
対
照
表
に
は
前
者
に
〔
4

下
〕、
後
者
に
〔
4
上
〕
と
記
し
て
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
初
稿
で
は
地
役
人
の
伺
書
提

出
、
竹
沢
と
梅
村
と
の
会
見
、
郡
中
会
所
総
代
の
願
書
提
出
の
順
に
な
っ
て
お
り
、〔
4
〕
は
以

上
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
竹
沢
と
梅
村
の
会
見
が
先
に
ま
わ
っ
た
結
果
、
地
役
人
の
伺
書
提
出

と
郡
中
会
所
総
代
の
願
書
提
出
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
役
人
の
伺
書
提
出
が
は
じ
め
に
記

さ
れ
て
い
た
関
係
上
、
郡
中
会
所
総
代
の
願
書
提
出
を
含
め
そ
れ
を
〔
4
上
〕
と
し
、
し
た
が

っ
て
竹
沢
と
梅
村
の
会
見
は
〔
4
下
〕
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い
て
も
述
べ
た
が
、

「
上
」、「
下
」
と
記
し
た
分
断
の
な
か
に
は
、
実
際
は
三
つ
以
上
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
だ
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
対
応
関
係
と
し
て
は
二
つ
の
分
断
と
し
て
処
理
し
得
る
も
の
で

あ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
に
は
、
今
見
た
よ
う
に
上
、
下
は
正
確
に
前
後
関
係
を
示
す
も
の
に
は

り
得
な
い
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
上
、
下
は
前
後
に
符
合
す
る
。 

な

 

次
に
第
二
の
変
更
を
検
討
す
る
。
こ
の
部
分
は
範
囲
も
広
く
、
そ
の
変
更
の
あ
り
方
も
極
め

て
複
雑
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
き
明
か
す
た
め
に
ま
ず
、
二
つ
に
分
断
さ
れ
た
初
稿
の
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。
つ
ま
り
、
分
断
さ
れ
上
、
下
と
な
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
要
約
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。
分
断
さ
れ
た
単
位
は
〔
11
〕、〔
18
〕、〔
20
〕、〔
25
〕

の
四
つ
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
〔
11
〕
と
〔
20
〕
は
分
断
さ
れ
た
一
方
が
他
の
部
分
を
構
成
し
て

る
が
、
そ
れ
を
も
含
め
て
記
し
て
お
く
。 

い

  

〔
11
上
〕 

梅
村
の
行
な
っ
た
救
恤
政
策
の
ひ
と
つ
、
憐
窮
使

つ
い
て
。 

に

 

〔
11
下
〕 

梅
村
・
お
つ
る
、
捨
て
児
発
見
を
話
題
に
す
る
。 

 

〔
18
上
〕 

飛

の
国
の
窮
乏
と
そ
れ
に
対
す
る

村
の
考
え
。 

梅

 

〔
18
下
〕 

梅
村
に
対
す
る
百
姓
た
ち
の
不
満

 。

 

〔
20
上
〕 

商
法
局
長
江
馬
弥
平
に
つ
い
て
。 

 

〔
20
下
〕 

梅
村
に
対
す
る
商
人
た
ち
の
不
満
。 

 

〔
25
上
〕 

梅
村
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
。 

 

〔
25
下
〕 

祭
り
の
準
備
中
役
人
が
お
社
の
御
神
体
を
調
べ
に
来
て
没
収
、
祭
り
は
中
止
と

な
る
。 

  

以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
が
な
ぜ
分
断
さ
れ
、
対
照
表
の
よ
う
な
形
に
配

置
し
直
さ
れ
た
の
か
が
お
お
よ
そ
は
見
え
て
く
る
。
ま
ず
、
右
の
う
ち
で
ひ
と
く
く
り
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
の
は
、〔
18
下
〕、〔
20
下
〕、〔
25
上
〕
の
三
つ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
が
、
梅

村
に
対
す
る
不
満
に
つ
い
て
の
記
述
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
、
そ
れ
ら
の
三
つ
が
ひ
と

つ
に
ま
と
ま
り
学
会
版
の
35
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
是
非
と
も
行
な

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。 

わ

 

先
に
見
た
第
一
の
変
更
、
つ
ま
り
は
竹
沢
と
梅
村
の
会
見
の
場
面
の
移
動
は
明
ら
か
な
改
善

で
あ
っ
た
。
時
間
順
序
を
冒
し
て
ま
で
、
初
稿
の
よ
う
な
形
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
初
稿
は
や
や
不
用
意
な
構
成
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
決
し
て
不
用
意
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
し
た

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
は
ま
た
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
。 

が

 

〔
18
下
〕
は
梅
村
に
対
す
る
百
姓
た
ち
の
不
満
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
〔
18
上
〕
に

あ
る
、
飛

の
国
の
貧
窮
に
つ
い
て
の
梅
村
の
考
え
に
対
す
る
反
発
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。

梅
村
は
、
飛

の
貧
窮
の
原
因
を
百
姓
た
ち
の
無
気
力
に
あ
る
と
し
、
怠
け
者
の
百
姓
を
鞭
打

ち
労
働
力
を
あ
げ
、
新
田
開
発
に
専
念
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て

百
姓
た
ち
は
、「
新
開
々
々
つ
て

め
つ
さ
う

滅
相
な
！ 

年
貢
が
重
う
て
ど
う
も
な
ら
ん
で
、
田
圃
を
へ
ら

さ
う
と
思
つ
と
る
く
ら
ゐ
な
ん
じ
や
に
。」「
国
益
じ
や
の
、
村
の
た
め
じ
や
の
つ
て
、

お止
い
て

貰
は
ま
い
か
よ
。
み
ん
な
お
上
で
年
貢
の
取
立
を
殖
や
し
た
い
か
ら
じ
や
わ
い
。」
と
い
っ
た
形

で
反
発
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
初
稿
の
〔
18
〕
は
そ
れ
な
り
に
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 
持

 
〔
20
上
〕
と
〔
20
下
〕、
つ
ま
り
は
〔
20
〕
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
商
法
局
長
の
江
馬
弥
平

が
登
場
し
、
経
済
面
に
お
け
る
改
革
が
次
々
と
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
商
人
た
ち
の
不

満
が
つ
の
る
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
江
馬
に
対
す
る
不
満
で
も
あ
る
が
、
結
局
は
梅
村
へ
の
不
満
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
改
革
に
お
け
る
新
た
な
政
策
は
、
一
言
で
い
え
ば
統
制
経
済

―45― 
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で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
主
要
な
生
産
物
や
商
品
の
相
対
売
買
を
禁
止
し
、
商
法
局
が
一
手
に

買
い
あ
げ
る
と
い
っ
た
や
り
方
で
あ
る
。
当
然
の
ご
と
く
、
商
人
た
ち
か
ら
は
、「
商
法
局
は

お
り己

た
ち
か
ら
商
売
を
と
り
あ
げ
て
、
み
ん
な
ひ
ぼ
し

、
、
、
に
す
る
つ
も
り
に
違
ひ
な
い
。」「
な
あ
に
、

国
を
富
ま
す
の
、
人
民
を
救
ふ
の
つ
て
み
ん
な
口
先
ば
か
り
で
、
実
は
梅
村
ひ
と
り
で
儲
け
る

の
さ
。
勤
王
は
き
ん
の
う

、
、
、
、
で
も
、
金
王
の
方
じ
や
で
な
ア
。」
と
い
っ
た
不
満
が
噴
出
す
る
の
で

る
。 

あ

 

初
稿
の
〔
25
〕
も
ま
た
、
不
都
合
な
構
成
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
き
は
祭
り
の
前
夜
、

人
々
が
明
日
の
準
備
の
た
め
に
集
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
ご
ろ
は
人
が
寄
れ
ば
梅
村
の
悪
口
が
出

な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
の
晩
も
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
が
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
突
然
、
役
人
が

っ
て
き
て
お
社
の
御
神
体
を
没
収
し
、
祭
り
の
中
止
を
命
じ
て
去
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

や

 

初
稿
の
〔
18
〕、〔
20
〕、〔
25
〕
は
い
ず
れ
も
そ
れ
な
り
に
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た

構
成
に
は
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
に
分
断
さ
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
と

も
い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
え
て
分
断
さ
れ
た
の
に
は
む
ろ
ん
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
は
、
梅
村
に
対
す
る
不
満
の
記
述
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
た
め
で
は
お
そ
ら
く
な
か
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
そ
れ
が
第
一
の
目
的
で
は
な
か
っ
た
。
目
的
は
た
ぶ
ん
、
分
断
さ
れ
た
そ
れ
ぞ

の
も
う
一
方
の
部
分
に
関
わ
り
、
ま
た
全
体
の
構
成
の
問
題
と
関
わ
っ
て
い
る
。 

れ

 

そ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
学
会
版
六
章
で
あ
る
。「
弥
平
と
徳
兵
衛
」
と
題
さ
れ
た
こ
の

章
は
、
江
馬
弥
平
が
勧
農
方
の
柏
木
徳
兵
衛
の
家
を
訪
れ
、
一
夜
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ら
を
語

り
合
う
と
い
う
の
が
そ
の
中
心
的
内
容
で
あ
る
が
、
対
照
表
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
こ

は
ほ
ぼ
学
会
版
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
の
中
心
的

人
物
は
む
ろ
ん
弥
平
で
あ
り
、
か
な
り
詳
し
い
生
い
た
ち
も
記
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、〔
20
上
〕

は
い
わ
ば
そ
の
部
分
へ
と
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
は
、〔
20
上
〕
を
大
幅
に
ふ
く
ら

ま
せ
る
形
で
新
た
な
章
が
生
ま
れ
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
幅
な

追
加
が
行
な
わ
れ
た
の
か
は
、
の
ち
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
を
検
討
す
る
際
に
考
え
る
が
、

分
断
の
目
的
は
た
ぶ
ん
、〔
20
上
〕
を
新
た
な
章
に
移
動
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
中
心
と

し
て
新
た
な
章
を
構
成
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
商
人
た
ち
の
不
満
が
記
さ
れ
た
〔
20

〕
が
い
わ
ば
残
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

下

 

〔
18
〕
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
事
情
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。〔
18
上
〕

は
学
会
版
七
章
の
は
じ
め
に
位
置
し
て
い
る
が
、「
下
々
の
下
国
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
章
は
、
ま

さ
に
「
下
々
の
下
国
」
と
い
わ
れ
る
飛

の
貧
窮
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
て

い
た
部
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
部
分
に
、
同
様
な
内
容
の
〔
18
上
〕
を
持
っ
て
く
る
と
い
う
の
が

た
ぶ
ん
こ
こ
で
の
目
的
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
や
は
り
百
姓
た
ち
の
不
満
が
記
さ
れ
た
〔
18
下
〕

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

が

 

そ
し
て
、
以
上
の
い
わ
ば
残
さ
れ
た
二
つ
が
、
梅
村
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
満
が
記
さ

れ
る
〔
25
〕
の
部
分
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
形
と
し
て
は

〔
25
〕
が
分
断
さ
れ
、
そ
の
あ
い
だ
に
〔
20
下
〕
と
〔
18
下
〕
が
挿
入
さ
れ
る
か
っ
こ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
順
序
は
そ
う
大
き
な
問
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。〔
20
下
〕
と
〔
18
下
〕

を
入
れ
か
え
て
も
、
あ
る
い
は
〔
20
下
〕
と
〔
18
下
〕
を
〔
25
〕
の
前
に
持
っ
て
き
て
も
と

り
た
て
て
不
都
合
は
な
か
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
場
合
に
は
〔
25
〕
を
分
断
す
る
必
要
も
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
実
は
こ
の
〔
25
〕
も
実
際
は
三
つ
に
分
か
れ
て

お
り
、〔
25
上
〕
が
さ
ら
に
二
つ
に
分
断
さ
れ
、
そ
の
あ
い
だ
に
〔
20
下
〕
と
〔
18
下
〕
が
位

置
し
て
い
る
。
先
の
場
合
と
同
様
、
対
応
関
係
と
し
て
は
二
つ
の
分
断
と
し
て
処
理
し
得
る
の

、
便
宜
上
〔
25
上
〕
を
頭
に
置
い
た
。 

で

 

だ
が
改
め
て
考
え
る
に
、
そ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
る
必
要
は
本
当
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
い
う
の
も
、〔
18
上
〕
や
〔
20
上
〕
を
移
動
す
る
際
に
、〔
18
下
〕
や
〔
20
下
〕
も
い
っ
し

ょ
に
す
る
と
い
う
方
法
も
実
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
分
断
せ
ず
に
百
姓
や
商
人
の

不
満
の
記
述
の
部
分
も
同
時
に
移
す
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
れ
で
特
に
不
都
合
は
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
梅
村
に
対
す
る
不
満
の
記
述
は
、
や
は
り
是
非
と
も
ひ

と
つ
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た

だ
ひ
と
つ
述
べ
て
お
く
な
ら
ば
、
初
稿
か
ら
学
会
版
へ
の
改
稿
で
は
、
全
体
と
し
て
同
じ
よ
う

な
内
容
の
部
分
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
は
、
ば
ら
ば

ら
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
で
き
る
限
り
ひ
と
つ
に
ま
と
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
あ
る
。

逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
に
初
稿
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ
と

つ
の
欠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
の
点
で
、
学
会
版
は
確
か
に
改
善
の
方
向
に
あ
っ

た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
梅
村
に
対
す
る
不
満
の
記
述
も
む
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い

て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
れ
ば
よ
い
と

―46― 
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い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
点
で
や
は
り
疑
問
は
残
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
い
ず
れ
が
構
成
と
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
か
は
、
に
わ
か
に
判
断
を
下
し
難
い
の
で
あ

。 

る

 

分
断
さ
れ
た
も
の
で
は
も
う
ひ
と
つ
、〔
11
〕
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
〔
11
〕
は
、
こ
れ
ま

で
と
は
や
や
異
な
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
ま
ず
は
〔
11
上
〕
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
同
じ
よ
う
な
内
容
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。〔
11
上
〕
が
対
応
し
て
い
る
学
会
版
の
31
は
、
梅
村
の
行
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
救
恤
政
策

が
記
さ
れ
て
い
る
。
31
に
対
応
す
る
初
稿
の
も
う
一
方
の
〔
21
〕
も
む
ろ
ん
同
様
で
、
そ
こ
に

は
常
平
倉
の
建
設
や
富
救
会
、
施
薬
院
の
設
置
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
部
分

に
、
救
恤
政
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
憐
窮
使
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
〔
11
上
〕
が
加
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、〔
11
〕
の
分
断
も
ま
た
同
じ
よ
う
な
内
容
を
ま
と
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と

っ
て
よ
い
の
だ
が
、
一
方
の
〔
11
下
〕
は
少
々
異
な
る
の
で
あ
る
。 

い

 

〔
11
下
〕
は
ひ
と
つ
だ
け
や
や
離
れ
た
形
で
学
会
版
四
章
の
は
じ
め
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
章
は
田
植
え
の
場
面
が
中
心
を
な
し
、
赤
ん
坊
が
一
人
残
さ
れ
た
百
姓
家
に
梅
村
が
雨
宿
り

を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
お
り
込
ま
れ
て
い
る
。
梅
村
は
一
人
泣
く
赤
ん
坊
を
哀
れ
に
思
い
親

を
呼
び
に
や
り
、
戻
っ
て
き
た
母
親
を
叱
責
す
る
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
梅
村
の
悪
口
の
種
に
も

な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
部
分
の
頭
に
〔
11
下
〕
を
持
っ
て
き
て
い
る
の
で

あ
る
。
先
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、〔
11
下
〕
は
捨
て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村
と
お
つ
る
の
姿
が

描
か
れ
て
い
た
。
田
植
え
の
場
面
が
中
心
を
な
す
こ
の
章
に
、
そ
れ
と
は
一
見
異
な
る
こ
の
よ

な
記
述
を
な
ぜ
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

う

 

初
稿
で
は
こ
の
部
分
、
捨
て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村
と
お
つ
る
は
二
章
に
描
か
れ
て
い
た
。

初
稿
二
章
は
ほ
ぼ
全
体
が
学
会
版
の
五
章
へ
と
移
行
し
て
い
る
が
、
対
照
表
を
見
れ
ば
わ
か
る

よ
う
に
、
学
会
版
で
は
〔
11
〕
だ
け
が
欠
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
初
稿
で
は
そ
の
部
分
に
〔
11
〕

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
部
分
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
学
会

版
の
20
か
ら
25
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
に
付
し
た
要
約
の
と
お
り
で
あ
る
。〔
11
〕
を
除
い
て
、
初

稿
と
学
会
版
は
順
序
も
ま
っ
た
く
変
わ
ら
ず
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
同
時
に
ほ
ぼ
初

稿
に
お
け
る
内
容
で
も
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。〔
11
〕
の
す
ぐ
あ
と
に
続
く
〔
12
〕、

学
会
版
で
は
25
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
梅
村
と
お
つ
る
が
花
売
り
の
少
女
か
ら
花
を
買
い
、
梅

村
み
ず
か
ら
が
建
て
た
捨
て
児
の
墓
に
詣
で
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
初

稿
で
は
〔
11
下
〕
と
〔
12
〕
は
い
わ
ば
内
容
的
に
連
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
捨
て
児

の
発
見
に
梅
村
と
お
つ
る
が
苦
悩
す
る
と
い
う
の
が
、〔
11
下
〕
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
形
で
連
続
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
〔
11
下
〕
は
他
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

。
し
か
も
、
一
見
唐
突
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
学
会
版
四
章
の
頭
へ
で
あ
る
。 

か

 

と
こ
ろ
で
、〔
11
〕
の
前
の
部
分
に
は
何
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
〔
6
〕

か
ら
〔
10
〕
ま
で
、
学
会
版
で
は
20
か
ら
24
ま
で
の
部
分
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
梅
村
の
新

た
な
政
策
が
こ
と
細
か
に
記
さ
れ
て
い
た
。
新
た
に
高
山
県
が
誕
生
し
た
の
に
と
も
な
い
、
梅

村
は
知
事
に
任
命
さ
れ
る
。
そ
こ
で
梅
村
は
、
高
山
県
知
事
の
名
で
布
告
を
発
表
す
る
。
第
一

か
ら
第
五
ま
で
、
布
告
と
い
う
形
で
梅
村
の
政
策
が
順
序
正
し
く
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
江
馬
弥
平
が
そ
の
局
長
を
務
め
る
商
法
局
の
設
置
も
、
弥
平
と
一
夜
語
り
合
っ
た
柏
木

徳
兵
衛
の
役
職
で
あ
っ
た
勧
農
方
の
創
設
も
、
こ
の
布
告
に
謳
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

要
す
る
に
、
こ
こ
は
梅
村
の
発
し
た
布
告
な
い
し
は
新
た
な
政
策
と
し
て
き
っ
ち
り
と
ま
と
ま

っ
て
い
る
部
分
な
の
で
あ
る
。
学
会
版
で
は
、
そ
こ
に
突
然
と
捨
て
児
発
見
と
墓
に
詣
で
る
梅

村
と
お
つ
る
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
初
稿
で
も
そ
れ
は
似
た
よ
う
な
事
情

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
初
稿
で
は
捨
て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村
と
お
つ
る
の
記
述
の

前
に
憐
窮
使
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
〔
11
上
〕
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
そ

れ
ほ
ど
唐
突
な
感
じ
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
憐
窮
使
の
創
設
も
ま
た
梅
村
の
政
策
の
ひ
と
つ
だ
っ

た
か
ら
で
あ
り
、
捨
て
児
に
対
す
る
梅
村
の
反
応
は
憐
窮
使
創
設
の
意
図
と
か
ら
ん
で
い
た
と

い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
憐
窮
使
と
は
窮
民
を
憐
れ
み
そ
れ
を
救
う
た
め
の

職
で
あ
る
。 

役

 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
学
会
版
よ
り
も
初
稿
の
方
が
よ
り
ま
し
で
は
な
い
か
と
も
思
わ

れ
る
の
だ
が
、
初
稿
も
少
々
強
引
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
し
て
、
初
稿
に
は
学
会
版
で

は
回
避
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
あ
る
欠
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
捨
て
児
発
見
と
そ
の
墓
参
り
の

記
述
が
ま
さ
に
連
続
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
少
々
拙
速
の
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
梅

村
は
捨
て
児
の
た
め
に
立
派
な
墓
を
建
て
、
そ
こ
に
み
ず
か
ら
の
碑
銘
を
刻
ま
せ
た
。
そ
し
て
、

梅
村
は
お
つ
る
を
と
も
な
い
で
き
た
ば
か
り
の
墓
に
詣
で
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
捨

て
児
発
見
か
ら
す
ぐ
さ
ま
墓
の
建
設
と
墓
参
り
へ
と
い
う
こ
の
展
開
に
は
、
ど
こ
か
あ
わ
た
だ

―47― 



48 

柴口 順一 

し
い
感
じ
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
ぶ
ん
、
こ
の
作
品
全
体
の
書
か
れ
方
に
関
わ
っ
て
い

。 
る

 

こ
の
作
品
は
、
慶
応
四
年
一
月
二
十
三
日
か
ら
は
じ
ま
り
、
明
治
二
年
四
月
二
十
日
、
梅
村

に
代
わ
る
新
し
い
知
事
の
就
任
で
ほ
ぼ
終
え
ら
れ
る
。
慶
応
四
年
は
す
な
わ
ち
明
治
元
年
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
間
約
一
年
三
ヶ
月
で
あ
る
。
た
だ
し
慶
応
四
年
は
太
陰
暦
に
お
け
る
閏
年
に
あ

た
る
。
す
な
わ
ち
、
十
二
ヶ
月
の
ほ
か
に
閏
月
が
加
わ
り
十
三
ヶ
月
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
年
三
ヶ
月
と
い
っ
た
が
実
は
十
六
ヶ
月
に
な
る
。
こ
の
年
の
閏
月
は
四
月
で
あ
っ
た
。
い
う

ま
で
も
な
く
、
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
た
の
は
明
治
五
年
で
あ
り
、
こ
の
作
品
は
む
ろ
ん
太
陰
暦

で
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
の
十
六
ヶ
月
あ
ま
り
を
、
こ
の
作
品
は
ほ
ぼ
時
間
の
経
過
に
し

た
が
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
要
約
に
は
日
付
を
（ 

）
付
で
記
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
進
行
は

遅
々
と
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
相
当
の
長
さ
を
持
つ
作
品
で
あ
る
か
ら
そ
れ

は
当
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
第
二
部
及
び
第
二
編
は
他
に
比
べ

て
進
行
が
早
い
。
第
一
部
及
び
第
一
編
は
約
一
ヶ
月
、
第
三
部
（
初
稿
に
は
そ
れ
に
相
当
す
る

第
三
編
と
い
う
べ
き
も
の
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
）
は
約
五
ヶ
月
。
そ
れ
に
対

し
て
第
二
部
及
び
第
二
編
は
約
十
ヶ
月
に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
進
行
は
ゆ
る
や
か

あ
り
、
か
つ
基
本
的
に
は
時
間
順
序
に
し
た
が
っ
て
い
た
。 

で

 

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
部
分
は
や
は
り
少
々
拙
速
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い

の
で
あ
る
。
捨
て
児
が
発
見
さ
れ
た
の
が
閏
四
月
十
二
日
、
そ
し
て
墓
が
完
成
し
た
の
は
七
月

の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
捨
て
児
発
見
の
記
述
の
際
に
は
、
学
会
版
、
初
稿
の
い
ず
れ
に

も
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
墓
完
成
の
記
述
の
部
分
に
は
梅
村
が
み
ず
か
ら
認

め
た
碑
銘
の
全
文
が
、
や
は
り
学
会
版
、
初
稿
の
い
ず
れ
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、

捨
て
児
発
見
の
日
が
記
さ
れ
、
碑
銘
の
日
付
に
「
慶
応
四
年

マ
マ戌

辰
七
月
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
地
の
文
に
は
七
月
は
じ
め
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
捨
て
児
発
見
か
ら
墓
の

完
成
ま
で
に
は
三
ヶ
月
あ
ま
り
の
時
間
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
初
稿
で
は
、
墓
の
完
成
と
墓
参

り
を
描
く
た
め
に
一
度
三
ヶ
月
前
の
で
き
ご
と
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
れ
に
続
け
て
あ
わ
た
だ

し
く
そ
れ
ら
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
、
学
会
版
で
、
こ
の
部
分
か
ら
捨
て
児
発
見
の
場
面

を
削
除
し
た
の
は
お
そ
ら
く
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
一
度
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
記
す
こ
と
は
、

小
説
の
書
き
方
と
し
て
特
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
作
品
で
は
、
と
り
わ
け

学
会
版
に
お
い
て
は
基
本
的
に
そ
の
よ
う
な
書
か
れ
方
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
部
分
は
、

そ
の
よ
う
な
基
本
的
な
書
か
れ
方
に
そ
う
形
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
支
え
る
形
の
改
稿
で
あ
っ

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

た

 

だ
が
、
学
会
版
は
そ
れ
で
す
べ
て
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
残
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
捨

て
児
の
墓
建
設
と
墓
参
り
の
記
述
は
、
や
は
り
唐
突
の
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
捨
て
児
発
見
の
記
述
が
他
に
移
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
に
残
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
墓
の
完
成
が
七
月
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
記
述
の
前
の
部
分
に
は
梅
村
が
発
表
し
た
五
つ
の
布
告
に
関
す
る

詳
し
い
記
述
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
布
告
発
表
の
日
付
が
七
月
一
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
同

じ
月
の
で
き
ご
と
、
そ
れ
か
ら
程
経
ぬ
七
月
は
じ
め
の
で
き
ご
と
と
し
て
お
そ
ら
く
は
こ
こ
に

記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
唐
突
の
感
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
た
だ
、
ひ
と
つ
だ
け
指

摘
し
て
お
く
な
ら
ば
、
布
告
を
発
表
し
次
々
と
実
行
さ
れ
る
新
た
な
政
策
に
お
け
る
精
神
と
、

捨
て
児
の
墓
を
建
て
よ
う
と
す
る
そ
の
精
神
は
ま
っ
た
く
の
無
関
係
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ

で
あ
ろ
う
。 

た

 

残
さ
れ
た
問
題
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。〔
11
下
〕、
す
な
わ
ち
捨
て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村

と
お
つ
る
に
関
す
る
記
述
を
、
な
ぜ
学
会
版
四
章
の
は
じ
め
に
持
っ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
四
章
は
田
植
え
の
場
面
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
部

分
の
頭
に
〔
11
下
〕
が
す
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
も
や
は
り
唐
突
の
感
は
否
め
な
い

で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
理
由
は
、
先
と
同
様
お
そ
ら
く
は
時
間
的

な
問
題
で
あ
る
。
捨
て
児
発
見
は
閏
四
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
の
記
述
に
は

学
会
版
、
初
稿
い
ず
れ
に
も
そ
の
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
梅
村
の
碑
銘
に
そ
れ
が

記
さ
れ
て
い
た
。
閏
四
月
十
二
日
は
現
在
な
ら
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
頃
に
あ
た
る
。
山
国
の
飛


で
も
遅
い
田
植
え
が
は
じ
ま
る
時
期
で
あ
ろ
う
。
捨
て
児
発
見
の
記
述
を
こ
の
部
分
に
持
っ

て
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
ひ
と
つ
だ
け
指
摘
し

て
お
く
な
ら
ば
、
そ
の
記
述
の
す
ぐ
次
に
描
か
れ
る
、
ひ
と
り
家
に
残
さ
れ
泣
き
叫
ぶ
赤
ん
坊

と
哀
れ
な
捨
て
児
は
重
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
雨
宿
り
を
し
た
百
姓
家

で
泣
き
叫
ん
で
い
る
赤
ん
坊
を
見
つ
け
、
わ
ざ
わ
ざ
親
を
呼
び
に
や
り
戻
っ
て
き
た
母
親
を
き

つ
く
叱
る
梅
村
の
脳
裏
に
は
、
当
然
捨
て
児
の
影
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。 
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学
会
版
で
は
で
き
る
限
り
時
間
順
序
に
し
た
が
っ
て
記
そ
う
と
し
た
こ
と
が
、
こ
こ
ら
に
も

は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
や
や
唐
突
な
感
じ
の

す
る
部
分
も
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
し
か
し
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
世
の
現
実
に
起
こ
る

で
き
ご
と
は
し
ば
し
ば
唐
突
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
唐
突
な
で
き
ご
と
に
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
そ
の
よ
う
な
書
か
れ
方
は
む
し

ろ
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
時
間
順
序
と

う
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

い

 

以
上
、
初
稿
で
分
断
さ
れ
た
四
つ
の
単
位
を
中
心
に
検
討
し
た
。
だ
が
、
構
成
の
変
更
は
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
引
き
続
き
他
の
部
分
を
検
討
す
る
。
ま
ず
は
学
会
版
の
31
後
半
か
ら
33
ま

で
に
対
応
し
て
い
る
〔
21
〕
と
〔
19
〕
で
あ
る
。
こ
こ
は
学
会
版
の
七
章
に
な
る
が
、
対
照
表

に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
に
対
応
し
て
い
る
初
稿
の
単
位
は
そ
の
順
番
も
含
め
て
か
な
り

ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。〔
18
上
〕、〔
11
上
〕
に
つ
い
て
は
す
で
に
見
た
が
、
そ
れ
に
続
け
て
〔
21
〕、

〔
19
〕
と
並
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
七
章
は
飛

の
貧
窮
に
関
す

る
こ
と
が
ら
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
り
、〔
21
〕
と
〔
19
〕
は
ま
さ
に
そ
の
意

図
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。〔
21
〕
は
常
平
倉
の
建
設
や
富
救
会
、

施
薬
院
の
設
置
と
い
た
救
恤
政
策
が
記
さ
れ
て
い
た
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
救
恤
政
策
の
ひ
と

で
あ
る
憐
窮
使
に
つ
い
て
記
さ
れ
た〔
11
上
〕に
そ
れ
が
並
べ
て
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

つ

 

〔
19
〕
は
、
一
言
で
い
え
ば
天
保
大
飢
饉
死
者
の
た
め
の
法
要
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
で

あ
る
。
飛

の
貧
窮
に
関
す
る
こ
と
が
ら
の
ひ
と
つ
と
し
て
過
去
に
起
こ
っ
た
大
飢
饉
に
触
れ
、

そ
の
と
き
の
死
者
を
弔
う
大
法
要
と
し
て
こ
こ
に
描
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
少
々
強
引
な
感

じ
が
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
た
だ
こ
こ
で
も
時
間
的
な
問
題
が
か
ら
ん
で
い
た
と
思
わ
れ

る
。
法
要
が
行
な
わ
れ
た
の
は
古
川
町
の
本
光
寺
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
日
付
は
は
っ
き
り
と
は

記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
八
月
の
下
旬
頃
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
学
会
版
に
は
八

月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
東
山
大
雄
寺
で
同
じ
く
天
保
飢
饉
死
者
の
た
め

の
大
法
要
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
同
じ
こ
ろ
に
行
な
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
要

約
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
あ
た
り
は
七
章
を
含
み
そ
の
前
の
六
章
、
五
章
と
は
っ
き

り
し
た
日
付
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
捨
て
児
の
墓
の
完
成

が
七
月
の
は
じ
め
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
梅
村
の
布
告
発
表
の
日

付
、
七
月
一
日
く
ら
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
順
序
を
厳
密
に
跡
づ
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
だ
が
、
次
の
八
章
の
頭
に
は
明
治
改
元
の
九
月
八
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
天
保
飢
饉
死
者
の
た
め
の
法
要
を
こ
の
部
分
に
持
っ
て
き
た
の
は
時
間
の
問

題
も
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

〔
19
〕
と
〔
21
〕
の
順
が
逆
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
あ
い
だ
に
位
置
す

る
〔
20
〕
は
二
つ
に
分
断
さ
れ
他
の
部
分
へ
移
動
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
初
稿
の
〔
18
〕

か
ら
〔
21
〕
を
順
に
並
べ
て
み
れ
ば
そ
の
内
容
は
相
当
に
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
こ
と
は
改
め
て

認
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。 

確

 

と
こ
ろ
で
、
対
照
表
に
は
学
会
版
七
章
に
対
応
す
る
初
稿
の
章
を
五
章
と
示
し
て
あ
る
。

下
段
に
は
五
章
を
構
成
す
る
単
位
を
記
し
て
あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
対
応
部
分
に
記
し
た
初
稿
の

単
位
の
あ
い
だ
に
は
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
。
本
稿
の
は
じ
め
に
も
断
わ
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ

は
初
稿
に
も
学
会
版
と
同
様
に
章
を
記
し
、
ま
た
も
と
も
と
の
章
を
構
成
す
る
単
位
を
も
記
し

て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
学
会
版
七
章
に
相
当
す
る
初
稿
の
章
と
し
て
は
五
章
の
ほ
か
は
な
く
、

そ
の
結
果
も
と
も
と
の
単
位
と
対
応
部
分
の
単
位
に
か
な
り
の
ず
れ
が
生
じ
た
こ
と
は
い
た
し

方
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
無
理
を
し
て
ま
で
あ
え
て
初
稿
に
章
を
記
し
た
の
は
、
全
体
の
構
成

の
変
化
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
述
べ

て
お
け
ば
、
七
章
と
次
の
八
章
を
ひ
と
く
く
り
に
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
ず
れ
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ

。
第
二
の
変
更
と
し
て
七
章
と
八
章
を
一
括
し
て
扱
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。 

る

 

次
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
学
会
版
の
八
章
、
38
と
39
に
対
応
し
て
い
る
〔
22
〕

と
〔
23
〕
で
あ
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
こ
の
八
章
は
梅
村
の
強
権
的
な
政
策
が
次
々
と
実
行
さ

れ
る
部
分
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
35
と
36
の
部
分
で
は
祭
り
の
準
備
中
、
梅
村
に
対
す

る
不
満
が
語
ら
れ
て
い
る
さ
な
か
役
人
が
や
っ
て
き
て
、
お
社
の
御
神
体
を
没
収
さ
れ
祭
り
の

中
止
が
命
じ
ら
れ
る
。
御
神
体
が
没
収
さ
れ
た
の
は
そ
れ
が
仏
像
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
新
政
府

の
方
針
で
あ
り
ま
た
梅
村
の
信
奉
す
る
神
道
に
反
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
新
政

府
の
廃
仏
毀
釈
政
策
の
一
環
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
次
の
37
の
部
分
に
は
他
の
村
々
で
も
同
様
の

御
神
体
調
べ
が
行
な
わ
れ
、
多
く
の
村
で
祭
り
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
強
権
的
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
い
や
そ
れ
を
さ
ら
に
お
し
進
め
る
も
の
と
し
て
、

こ
こ
に
初
稿
の
〔
22
〕
と
〔
23
〕
が
持
っ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。〔
22
〕

―49― 
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は
郷
兵
の
組
織
に
つ
い
て
、〔
23
〕
は
梅
村
に
対
す
る
不
平
分
子
の
捕
縛
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

郷
兵
は
は
じ
め
志
願
制
で
あ
っ
た
が
、
一
部
を
除
い
て
無
給
で
あ
っ
た
た
め
辞
職
者
が
あ
い
つ

ぎ
、
や
が
て
は
強
制
と
な
っ
た
。
不
平
分
子
の
捕
縛
は
あ
ら
ゆ
る
人
に
及
び
、
旅
宿
の
主
人
相

手
に
梅
村
を
批
判
し
た
旅
の
雲
水
ま
で
も
が
捕
ら
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
強
権
的
政
策
を

次
々
に
行
な
っ
た
の
も
、
八
章
冒
頭
に
記
さ
れ
る
明
治
改
元
を
は
じ
め
と
す
る
新
政
府
の
政
策

が
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
新
政
府
に
対
し
て
梅
村
は
、
政
策
に
た
が

ぬ
よ
う
監
察
使
を
遣
わ
さ
れ
た
い
と
い
っ
た
進
言
も
行
な
っ
て
い
た
。 

わ

 

初
稿
で
は
、
こ
の
〔
22
〕
と
〔
23
〕
は
明
治
改
元
の
記
述
の
す
ぐ
前
に
お
か
れ
て
い
る
。
加

え
て
い
え
ば
、
そ
れ
を
は
さ
ん
で
そ
の
前
の
〔
21
〕
は
さ
ま
ざ
ま
な
救
恤
政
策
が
記
さ
れ
て
い

た
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
〔
18
〕
か
ら
〔
21
〕
ま
で
の
構
成
は
相
当
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
に
〔
22
〕
と
〔
23
〕
を
並
べ
て
み
れ
ば
、
ば
ら
ば
ら
の
感
は
い
っ
そ
う
強
ま
る
と
い
っ
て

い
で
あ
ろ
う
。 

よ

 

後
に
第
三
の
変
更
を
検
討
す
る
。
学
会
版
の
49
か
ら
51
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
初
稿
が
対

応
し
て
い
る
の
は
〔
31
〕、〔
33
〕、〔
34
〕、〔
35
〕
の
四
つ
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
合
羽
屋
お
ら

く
と
吉
住
弘
之
進
の
密
通
に
関
す
る
処
罰
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
要
約
に
記

し
た
よ
う
に
、
お
ら
く
と
弘
之
進
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
処
罰
の
い
い
渡
し
、
晒
し
の
刑
に
処
せ

ら
れ
る
お
ら
く
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
す
る
人
々
の
反
応
、
と
い
う
の
が
学
会
版
に
お
け
る
お
お

よ
そ
の
展
開
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
初
稿
で
は
、
弘
之
進
に
対
す
る
処
罰
の
い
い
渡
し
、
晒

し
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
お
ら
く
、
そ
の
次
に
お
ら
く
へ
の
い
い
渡
し
が
入
り
、
人
々
の
反
応
と

続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
初
稿
の
お
か
し
さ
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
刑
執
行
の
あ
と
に
処
罰
の

い
い
渡
し
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
会
版
に
お
け
る
変
更
は
む
ろ
ん
、
そ
れ
を
正
す
た

め
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
刑
執
行
の
あ
と
に
い
い
渡
し
を
置
く
と
い
う

の
は
必
ず
し
も
ま
ず
い
方
法
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
時
間
順
序
に
は
さ
か
ら
う
が
、

そ
れ
も
ひ
と
つ
の
あ
り
方
で
は
あ
る
。
だ
が
、
一
方
の
弘
之
進
に
対
す
る
い
い
渡
し
が
あ
り
、

お
ら
く
の
刑
執
行
を
記
し
た
あ
と
再
び
お
ら
く
へ
の
い
い
渡
し
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
よ
い
方

法
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
初
稿
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
あ
っ
た
。
処
罰
い
い

渡
し
の
場
面
を
直
接
描
く
の
で
は
な
く
、
晒
さ
れ
た
お
ら
く
の
傍
ら
に
、
い
い
渡
し
の
書
か
れ

た
木
札
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
初
稿
と
は
異
な
り
、
学
会
版
で
は
処
罰
の
い
い
渡
し
は
お
ら

く
、
弘
之
進
の
順
に
な
っ
て
い
る
。
対
照
表
で
〔
34
下
〕
が
〔
33
〕
の
前
に
あ
る
の
は
そ
の
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
が
先
か
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

処
罰
は
お
ら
く
の
母
親
お
え
い
と
、
弘
之
進
の
父
親
礼
助
に
も
下
っ
た
こ
と
は
要
約
に
記
し
た

と
お
り
で
あ
る
。
お
ら
く
の
方
が
母
親
で
あ
っ
た
の
は
、
す
で
に
父
親
が
他
界
し
て
い
た
か
ら

あ
る
。 

で

 

変
更
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
初
稿
〔
31
〕
が
分
断
さ
れ
、
51
の
一
部
に
〔
31
下
〕
が
位
置

し
、〔
31
上
〕
は
や
や
離
れ
た
45
の
部
分
に
位
置
し
て
い
る
。
学
会
版
の
51
は
、
お
ら
く
と
弘

之
進
の
処
罰
に
対
す
る
人
々
の
反
応
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
お
ら
く
へ
の
処
罰
を
梅

村
の
意
趣
返
し
と
う
わ
さ
し
戦
々
恐
々
と
す
る
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。
意
趣
返
し
と

は
、
要
す
る
に
梅
村
が
お
ら
く
を
口
説
い
た
が
意
に
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
む
ご
い
処
罰
を
与

え
た
と
い
う
根
も
な
い
う
わ
さ
で
あ
る
。
51
に
対
応
す
る
も
う
一
方
の
〔
35
〕
も
む
ろ
ん
同
様

の
内
容
だ
が
、
そ
こ
に
〔
31
下
〕
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
記
さ
れ
て
い
た
の

は
、
密
通
な
ら
ぬ
あ
る
売
笑
事
件
で
あ
っ
た
。
母
娘
二
人
暮
し
の
商
人
宿
で
泊
ま
り
の
商
人
を

相
手
に
色
を
ひ
さ
い
で
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
母
娘
と
も
ど
も
手
鎖
の
上
、
三
日
間
の
引
き
ま

わ
し
に
あ
う
と
い
う
で
き
ご
と
で
あ
る
。
先
の
密
通
事
件
に
対
す
る
人
々
の
反
応
が
描
か
れ
て

い
る
部
分
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
事
件
を
持
っ
て
き
た
の
は
、
戦
々
恐
々
と
す
る
人
々
を
よ
り
い
っ

そ
う
の
不
安
に
陥
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
こ
の
事
件
が
あ
っ
て
か
ら
、
い

わ
ゆ
る
曖
昧
屋
と
呼
ば
れ
る
四
、
五
軒
が
夜
逃
げ
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
曖
昧
屋
に

と
っ
て
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
こ
と
は
人
々
の
不
安
を
よ
り
い
っ
そ
う
か
き
た
て
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
強
い
て
こ
こ
に
持
っ
て
く
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
部
分
が
、
初
稿
の
〔
31
〕
を
こ
と
さ
ら
分
断
し
て
も
っ

き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。 

て
 

そ
こ
で
、
も
う
一
方
の
〔
31
上
〕
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
〔
31
下
〕
と
は
や

や
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
先
に
述
べ
た
。
問
題
に
し
て
い
る
第
三
の
変
更
箇
所
を
含
む
十

章
の
は
じ
め
に
そ
れ
は
位
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
べ
き
な
の

は
、
実
は
〔
31
下
〕
の
方
な
の
で
あ
る
。
対
照
表
に
記
し
た
よ
う
に
、
学
会
版
十
章
に
対
応
す

る
の
は
初
稿
の
八
章
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
た
の
は
〔
31
〕
か
ら
〔
35
〕
ま
で
の
五

―50― 
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つ
の
単
位
で
あ
っ
た
。
学
会
版
の
十
章
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
も
多
く
、
ま
た
〔
32
〕
は

省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
存
在
し
、
そ
れ
ら
は
多
少
の
前
後
は
あ
る
も
の
の

〔
31
上
〕
を
先
頭
に
〔
35
〕
ま
で
は
、
お
お
よ
そ
順
番
に
並
ん
で
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ

ひ
と
つ
〔
31
下
〕
だ
け
が
、〔
35
〕
の
あ
と
の

後
に
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
初
稿
と
同
様
、

章
の
は
じ
め
に
位
置
し
て
い
た
〔
31
上
〕
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
密
通
厳
禁
を
は
じ
め
と
す

る
風
儀
取
り
締
り
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
お
ら
く
と
弘
之
進
の
密
通
事
件
も
そ
の
流
れ
に
お
い

て
記
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
梅
村
は
風
儀
取
り
締
り
の
一
方
、
一
見
相
反
す

る
公
然
の
遊
女
屋
を
設
け
さ
せ
た
。
初
稿
に
は
「
も
と
よ
り
風
儀
粛
正
の
目
的
か
ら
で
あ
つ
た
。」

と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
学
会
版
に
記
す
よ
う
に
、「
事
は
男
女
の
根
づ
よ
い
本

能
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
、
二
三
の
布
告
ぐ
ら
ゐ
で
は
到
底
取
締
の
趣
意
を
貫
徹
し
得
な

い
の
を
見
て
取
つ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
飴
と
鞭
と
い
う
よ
り
は
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ス
抜
き
で
あ
る
。

先
に
見
た
売
笑
事
件
は
、
い
わ
ば
そ
の
関
連
で
記
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
事
件
が
発
覚

し
た
商
人
宿
は
む
ろ
ん
遊
女
屋
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
厳
し
い
処
罰
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
部
分
を
切
り
離
し
、
密
通
事
件
の
処
罰
に
対
す
る
人
々
の
反
応
を

し
た
部
分
に
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
く
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

記

 

以
上
で
、
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
変
更
に
つ
い
て
は
終
わ
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
初
稿
二
章
が
四
章
の
あ
と
に
置
か
れ
て
い
る
章

レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
、
つ
ま
り
は
章
ま
る
ご
と
の
変
更
で
あ
る
。
そ
れ
を

後
に
ま
わ
し
た
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
範
囲
内
に
お
い
て
す
で
に
検
討
し
た
〔
11
〕
に
関
す
る
も
の
以
外
は
大
き
な

変
更
が
な
く
、
ま
ず
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
を
解
き
明
か
し
た
上
で
扱
う
方
が
わ
か
り
や
す

い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
初
稿
の
四
章
は
学
会
版
で
も
同
じ
く
四
章
に
、
二
章
は
そ
の
あ
と

の
五
章
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
対
照
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
学
会
版
で
は
そ
の
あ
と
に

新
た
な
章
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
章
の
あ
と
、
つ
ま
り
は
本
来
初
稿
の
二
章
が
あ
る
べ

き
は
ず
の
部
分
に
も
新
た
な
章
が
加
わ
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
こ
と
と
も
無
関
係
で
は

な
い
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
変
更
の

大
の
理
由
は
や
は
り
時
間
的
な
順
序
の
問
題
で
あ
っ
た

考
え
ら
れ
る
。 

と

 

だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
も
は
や
多
く
の
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
先
の
〔
11
〕
に
関
す
る

検
討
で
な
か
ば
解
決
済
み
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
初
稿
の
二
章
に
対
応
し
て
い
る
学
会

版
の
五
章
は
、
梅
村
の
知
事
就
任
を
頭
に
新
た
な
政
策
が
こ
と
細
か
に
記
さ
れ
、

後
に
や
や

唐
突
に
捨
て
児
の
墓
に
関
す
る
こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
た
。
初
稿
で
は
そ
れ
が
一
章
の
次
に

記
さ
れ
て
い
た
。
一
章
は
、
は
じ
め
の
部
分
に
京
都
の
旅
宿
で
の
郡
中
会
所
総
代
ら
の
宴
会
の

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
の
中
心
は
新
た
に
飛

高
山
に
や
っ
て
き
た
梅
村
と
、

梅
村
到
着
後
の
新
た
な
動
き
を
示
す
い
く
つ
か
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
梅
村
が
や
っ
て
き
た

の
は
三
月
一
日
の
こ
と
で
、
そ
の
後
の
こ
と
も
す
べ
て
三
月
中
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。
こ
の
部

分
に
続
け
て
先
の
記
述
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
梅
村
が
新
た
な
政
策
を
発
表
し
た
の
は
七
月
一

日
の
こ
と
で
あ
り
、
捨
て
児
発
見
に
関
す
る
こ
と
も
同
月
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ

と
は
、
初
稿
で
は
一
章
と
二
章
の
あ
い
だ
に
三
ヶ
月
あ
ま
り
の
時
間
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
初
稿
の
四
章
、
学
会
版
で
も
同
じ
く
四
章
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
捨
て
児
発
見
に
関
す
る

や
や
異
質
な
記
述
が
は
じ
め
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
あ
と
は
田
植
え
の
場
面
が
中
心
に
描
か
れ

て
い
た
。
捨
て
児
発
見
は
閏
四
月
十
二
日
の
こ
と
で
、
田
植
え
も
そ
れ
か
ら
程
経
ぬ
こ
ろ
に
行

な
わ
れ
て
い
た
。
初
稿
で
は
こ
の
部
分
が
、
三
章
を
は
さ
ん
で
先
の
二
つ
の
記
述
の
あ
と
に
記

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
も
う
一
度
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
形
で
記
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
初
稿
二
章
が
四
章
の
あ
と
に
ま
わ
さ
れ
た
理
由
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ

で
も
や
は
り
、
時
間
順
序
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ

 

そ
れ
に
し
て
も
、
初
稿
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
構
成
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
く
り
か
え
し

に
な
る
が
、
小
説
は
必
ず
し
も
時
間
順
序
に
し
た
が
っ
て
記
す
必
要
は
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で

は
何
か
特
別
な
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
を
見
つ
け
る
こ
と
は
や
は
り
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
だ
と
し
た
な
ら
不
用
意
な
構
成
と
い

ほ
か
は
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
そ
う
と
も
い
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

う

 

そ
も
そ
も
、
梅
村
の
高
山
入
り
と
そ
の
後
の
い
く
つ
か
で
き
ご
と
を
記
し
た
あ
と
に
、
新
任

者
と
し
て
の
新
た
な
政
策
に
関
す
る
記
述
を
続
け
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た

と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
あ
い
だ
に
は
三
ヶ
月
あ
ま
り
の
時
間
が
あ
っ
た
。
新
た

に
高
山
県
が
誕
生
し
た
の
に
と
も
な
い
梅
村
は
知
事
に
任
命
さ
れ
、
新
た
な
政
策
に
関
す
る
布

告
を
発
表
し
た
の
が
七
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
初
稿
に
は
そ
の
日
付
は
記
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
高
山
県
誕
生
の
日
付
も
梅
村
知
事
就
任
の
日
付
も
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
五
月
末
に
飛

県
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
あ
っ
た
が
、
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そ
れ
に
続
け
て
、「
ま
も
な
く
、
ま
た
、
高
山
県
と
な
つ
た
」
と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
知
事
就
任
に
つ
い
て
も
、「
折
か
ら
、
梅
村
は
、
事
務
打
合
わ
せ
の
た
め
に
京
都

へ
上
つ
て
ゐ
た
。」
と
い
う
記
述
の
あ
と
、
弁
事
局
か
ら
呼
び
出
さ
れ
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
布
告
の
発
表
に
つ
い
て
も
ま
た
、「
ま
も
な
く
」
と
い
う
こ
と
ば
が

媒
介
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
初
稿
で
は
日
付
が
曖
昧
な
ま
ま
に
、
梅
村
の
高

山
入
り
か
ら
布
告
発
表
ま
で
が
続
け
て
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
付
が
曖
昧
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
そ
れ
は
ご
く
自
然
な
流
れ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
付

け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
学
会
版
に
も
高
山
県
誕
生
と
知
事
就
任
の
日
付
は
な
か
っ
た
。
だ

が
、
布
告
発
表
の
七
月
一
日
が
明
記
さ
れ
、
以
下
そ
の
布
告
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述
が
続
い

て
い
く
が
ゆ
え
に
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
梅
村
の
高
山
入
り
と
そ
の
後
の
で
き
ご
と
を
記
し
た

章
と
は
離
れ
て
い
る
た
め
に
断
絶
は
明
白
で
あ
る
。 

一

  
 
 
 
 

二 

  

構
成
の
変
更
の
次
に
検
討
す
る
の
は
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
は
章
レ
ヴ

ェ
ル
の
追
加
と
い
え
る
も
の
が
二
箇
所
あ
る
。
学
会
版
二
章
と
六
章
で
あ
る
。
六
章
は
〔
20
上
〕

が
入
っ
て
お
り
完
全
な
追
加
と
は
い
え
な
い
が
、
ほ
ぼ
新
た
な
章
の
追
加
と
見
て
差
し
つ
か
え

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
は
四
章
に
お
け
る
16
、
十
章
に
お
け
る
46
、
47
、
48
、
そ
し
て

2
で
あ
る
。
ま
ず
は
後
者
、
す
な
わ
ち
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
追
加
か
ら
検
討
す
る
。 

5

 

四
章
の
16
は
、
狩
り
に
出
た
梅
村
が
、
雨
宿
り
に
入
っ
た
百
姓
家
に
一
人
泣
く
赤
ん
坊
を
発

見
し
、
親
を
呼
び
に
や
る
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
四
章
は
田
植
え

の
場
面
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
い
た
が
、
そ
の
は
じ
め
に
、
つ
ま
り
は
学
会
版
15
の
部
分
に
捨

て
児
発
見
に
苦
悩
す
る
梅
村
と
お
つ
る
の
記
述
が
置
か
れ
て
い
た
。
初
稿
に
は
捨
て
児
発
見
に

関
す
る
記
述
は
他
の
部
分
に
あ
り
、
初
稿
〔
11
〕
を
分
断
し
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
部
分
に
持
っ
て

き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
時
間
順
序
に
し
た
が
っ
た
も
の
と
は
い
え
、
唐
突
の
感
は
ま
ぬ
が
れ
な

か
っ
た
。
16
の
新
た
な
追
加
は
、
い
わ
ば
そ
の
唐
突
感
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
親
を
呼
び
に
や
り
、
戻
っ
て
き
た
赤
ん
坊
の
母
親
を
叱
責
す
る
梅
村
の
脳

裏
に
は
、
哀
れ
な
捨
て
児
の
影
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
16
の
追
加
に
よ
っ

て
い
わ
ば
そ
の
よ
う
な
効
果
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
母
親
は
田
植
え
の

中
に
呼
び
出
さ
れ
た

の
だ
が
、
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
た
の
は
18
で
あ
り
、
16
は
四
章
の
中
心
を
な
す
田
植
え
の
場
面

と
も
う
ま
く
か
ら
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
16
は
た
だ
15
の
唐
突
さ
を
緩
和
す
る
た
め
に

だ
け
追
加
さ
れ
た
と
い
う
の
は
い
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
16
の
追
加
は
、
梅
村
速
水
と
い
う
人
物

の
造
型
の
問
題
と
も
当
然
関
わ
る
は
ず
で
あ
る
。
密
通
者
や
不
平
分
子
に
対
す
る
無
慈
悲
さ
の

反
面
、
小
さ
な
者
や
弱
い
者
に
対
す
る
優
し
さ
を
持
つ
梅
村
。
先
見
的
か
つ
合
理
的
な
思
考
を

す
る
反
面
、
理
想
主
義
的
か
つ
と
き
に
非
理
性
的
な
思
考
を
す
る
梅
村
。
16
は
、
梅
村
の
そ
の

よ
う
な
二
面
性
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
部
分
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
梅

村
の
造
型
を
ど
う
評
価
す
べ
き
な
の
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ

は
小
説
と
し
て
の
こ
の
作
品
全
体
の
評
価
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち

る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

入

 

次
に
十
章
に
お
け
る
四
つ
の
追
加
を
検
討
す
る
。「
合
羽
屋
お
ら
く
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
章
に

お
い
て
焦
点
と
な
っ
て
い
る
人
物
は
む
ろ
ん
お
ら
く
で
あ
る
。
吉
住
弘
之
進
と
の
密
通
に
よ
っ

て
晒
し
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
の
が
主
た
る
内
容
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に

梅
村
の
お
ら
く
に
対
す
る
意
趣
返
し
の
う
わ
さ
と
い
っ
た
こ
と
が
か
ら
み
、
戦
々
恐
々
と
す
る

人
々
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。
は
じ
め
の
45
と
46
は
い
わ
ば
そ
の
前
段
と
い
っ
て
よ
く
、
46

の
追
加
は
そ
の
前
段
と
し
て
の
追
加
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
45
に
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
密
通

厳
禁
を
は
じ
め
と
す
る
風
儀
の
取
り
締
り
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
46
は
、

六
人
の
女
に
対
す
る
密
通
容
疑
の
取
り
調
べ
が
記
さ
れ
て
い
た
。
六
人
の
う
ち
三
人
は
事
実
で

あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
が
説
諭
の
あ
と
解
放
と
い
う
寛
大
な
処
置
で
あ
っ
た
。
46
の
追
加
は
、
45

の
風
儀
取
り
締
り
の
い
わ
ば
一
例
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て

い
え
ば
、
そ
れ
は
弘
之
進
と
お
ら
く
の
密
通
事
件
へ
の
伏
線
と
い
う
役
割
も
は
た
し
て
い
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
初
稿
で
は
風
儀
取
り
締
り
に
つ
い
て
の
記
述

の
あ
と
に
あ
る
売
笑
事
件
の
記
述
が
あ
っ
た
。
学
会
版
で
は
そ
れ
が
は
る
か
あ
と
に
ま
わ
さ
れ

て
い
た
の
だ
が
、
初
稿
で
は
そ
の
売
笑
事
件
が
風
儀
取
り
締
り
の
一
例
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
学
会
版
で
は
そ
れ
が
あ
と
に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
そ
の
代
わ
り
に

新
た
に
46
が
加
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
反
対
に
、
46
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
ひ
と
つ
の
例
と
い
う
べ
き
売
笑
事
件
が
あ
と
に
ま
わ
さ
れ
た
と
い
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う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
い
ず
れ
に
し
て
も
、
売
笑
事
件
の
記
述
を
あ
と
に
ま
わ
す
必
要

な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 
が

 

次
は
47
と
48
の
二
つ
で
あ
る
。
47
は
村
山
三
郎
と
い
う
人
物
が
お
ら
く
と
弘
之
進
の
密
会

を
発
見
し
お
ら
く
を
お
ど
す
と
い
う
内
容
。
48
は
お
ら
く
と
下
女
の
お
か
ね
に
対
す
る
尋
問
の

場
面
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
は
お
ら
く
と
弘
之
進
に
対
す
る
処
罰
の
い
い
渡
し
に
至
る

ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
意
図
も
、

む
ろ
ん
そ
の
経
緯
を
詳
し
く
描
く
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば

尋
問
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
46
の
部
分
に
も
一
人
の
女
に
対
す
る
尋
問
の

場
面
が
描
か
れ
て
い
た
。
晒
し
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
こ
の
十
章
に
お
け
る
中
心

人
物
と
も
い
う
べ
き
お
ら
く
と
そ
の
下
女
に
対
す
る
尋
問
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
し
か
る
べ
き

追
加
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
47
の
追
加
に
は
少
々
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

お
ら
く
と
弘
之
進
に
対
す
る
処
罰
い
い
渡
し
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
し
て
そ
の
密
会
に
つ
い
て

す
こ
と
は
、
む
ろ
ん
お
か
し
な
こ
と
で
は
な
い
。
問
題
は
そ
の
書
か
れ
方
に
あ
る
。 

記

 

47
は
村
山
三
郎
と
い
う
人
物
の
登
場
か
ら
は
じ
ま
る
。
も
と
地
役
人
で
今
は
山
林
方
で
あ
る

村
山
は
、
半
年
前
か
ら
岩
井
屋
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。
岩
井
屋
と
は
合
羽
屋
を
営
む
お
ら
く

の
家
で
あ
る
。
そ
の
晩
も
、
夕
食
を
済
ま
す
と
子
供
が
寝
つ
く
の
も
待
ち
切
れ
ず
家
を
出
た
。

村
山
は
妻
帯
者
で
子
供
も
い
た
が
、
一
ヶ
月
程
前
に
妻
を
病
気
で
亡
く
し
て
い
た
。
途
中
、
屋

台
で
団
子
を
買
い
岩
井
屋
へ
と
急
い
だ
が
、
あ
い
に
く
お
ら
く
は
留
守
で
あ
っ
た
。
村
山
は
み

や
げ
の
団
子
を
母
親
の
お
え
い
の
前
に
置
き
世
間
話
し
を
は
じ
め
る
が
、
お
え
い
の
態
度
は
そ

っ
け
な
い
。
や
が
て
村
山
は
岩
井
屋
を
あ
と
に
し
、
そ
の
足
で
雲
龍
寺
へ
と
向
か
っ
た
。
お
ら

く
が
雲
龍
寺
の
金
比
羅
様
の
縁
日
に
行
っ
た
と
聞
い
た
か
ら
で
あ
る
。
到
着
し
た
村
山
は
や
が

て
人
群
れ
の
な
か
に
お
ら
く
を
見
つ
け
る
が
、
そ
こ
に
ち
ょ
う
ど
弘
之
進
が
現
わ
れ
、
二
人
は

何
や
ら
親
し
げ
に
話
し
を
し
な
が
ら
歩
い
て
行
っ
た
。
村
山
は
あ
と
を
つ
け
る
が
、
お
ら
く
の

家
に
近
づ
い
た
と
き
弘
之
進
は
供
の
下
女
に
何
や
ら
さ
さ
や
き
、
お
ら
く
の
腕
を
つ
か
ん
で
暗

い
路
地
へ
と
消
え
て
い
っ
た
。
村
山
は
一
人
残
さ
れ
た
下
女
の
お
か
ね
の
も
と
へ
行
き
二
人
の

行
方
を
た
だ
す
が
、
お
か
ね
は
曖
昧
な
返
事
を
し
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
去
っ
て
し
ま
う
。
の
ち

に
お
か
ね
も
が
尋
問
を
受
け
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
村
山
は
あ
ち
こ
ち
を
探
し
ま
わ
る
が
、

つ
い
に
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
半
刻
ほ
ど
た
っ
た
こ
ろ
、
路
地
の
な
か
か
ら

弘
之
進
が
一
人
現
わ
れ
た
。
弘
之
進
が
立
ち
去
る
の
を
見
届
け
た
村
山
は
路
地
の
な
か
へ
入
っ

て
行
き
、
そ
こ
で
お
ら
く
に
出
く
わ
す
の
で
あ
る
。
村
山
は
弘
之
進
の
こ
と
を
問
い
た
だ
す
が
、

む
ろ
ん
お
ら
く
は
し
ら
を
切
る
。
逃
げ
よ
う
と
す
る
お
ら
く
の
腕
を
つ
か
ま
え
、
村
山
は
な
だ

め
た
り
す
か
し
た
り
し
な
が
ら
口
説
く
が
、

後
に
は
お
ど
し
に
か
か
る
。
だ
が
、
や
が
て
す

を
う
か
が
い
お
ら
く
は
逃
げ
去
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
、
こ
の
47
は
終
わ
る
。 

き

 

長
々
と
梗
概
め
い
た
こ
と
を
書
き
連
ね
た
が
、
わ
か
る
よ
う
に
、
お
ら
く
と
弘
之
進
の
密
会

は
あ
く
ま
で
も
村
山
三
郎
と
い
う
人
物
が
目
撃
す
る
と
い
う
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
そ
の
目
撃
に
至
る
ま
で
の
村
山
の
行
動
ま
で
が
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
部
分
は
村
山
と
い
う
人
物
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
人
物
の
視
点
で
描
か
れ
て

る
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
が
、
は
た
し
て
そ
の
必
要
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

い

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
作
品
は
あ
る
特
定
の
人
物
の
視
点
で
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
第
一

部
は
竹
沢
の
、
第
二
部
と
第
三
部
は
梅
村
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る
部
分
は
少
な
く
な
い
が
、

こ
の
作
品
の
視
点
人
物
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
他
の
人
物
の

視
点
で
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な
く
、
そ
の
人
物
も
ま
た
多
様
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

村
山
と
い
う
あ
る
特
定
の
人
物
に
視
点
が
あ
る
こ
と
は
特
異
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、

こ
こ
で
の
焦
点
は
明
ら
か
に
お
ら
く
と
弘
之
進
の
密
会
に
あ
る
。
47
と
48
は
処
罰
い
い
渡
し
ま

で
の
経
緯
を
描
く
た
め
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
密
会
に
関
す
る
記
述
は

48
の
尋
問
の
場
面
と
並
ん
で
そ
の
経
緯
の
要
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
村

山
は
こ
の
部
分
に
だ
け
し
か
登
場
せ
ず
、
次
の
尋
問
の
場
面
に
も
登
場
し
て
は
い
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
村
山
の
密
告
な
い
し
は
証
言
に
よ
っ
て
お
ら
く
に
嫌
疑
が
か
か
っ
た
と
い
っ
た
こ
と

は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
夜
な
夜
な
岩
井
屋
に
や
っ
て
く
る
人
物
と
し
て

お
ら
く
が
証
言
し
た
何
人
か
の
一
人
と
し
て
、
村
山
の
名
が
あ
が
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
で

あ
る
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
村
山
に
目
撃
さ
れ
る
と
い
う
形
で
描
く
必
要
も
な
け
れ
ば
、
村
山
を
視

点
人
物
と
し
て
描
く
必
要
も
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い

と
だ
が
、
尋
問
の
場
面
は
あ
る
特
定
の
人
物
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

こ

 

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
47
の
追
加
自
体
疑
問
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う

な
追
加
な
ら
ば
む
し
ろ
な
く
も
が
な
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
密
会
の
事
実
は
48
の
尋

問
の
場
面
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
、
あ
え
て
密
会
の
場
面
を
描
か
な
い
と
い
う
の
も
一
つ

―53― 
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の
方
法
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
尋
問
の
場
面
で
の
証
言
と
し
て
や
や
詳
し
く
描
く

と
い
っ
た
方
法
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
47
の
よ
う
な
形
で
の
追
加
よ
り
は
よ

よ
い
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

り

 

だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
追
加
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
処
罰
い
い

渡
し
に
至
る
経
緯
を
描
こ
う
と
す
る
意
図
は
確
か
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
目
的
は
お

そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
た
ぶ
ん
、
お
ら
く
を
描
く
こ
と
、

初
稿
よ
り
は
よ
り
詳
し
く
お
ら
く
を
描
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
十
章
が
「
合
羽
屋
お
ら
く
」
と
題

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
章
は
全
体
と
し
て
そ
の
よ
う
な
意
図
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
な
ぜ
お
ら
く
な
の
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
深
く
立
ち
入

ら
な
い
。
た
だ
、
女
性
の
登
場
人
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
と
し
た
な
ら
ば
、
初
稿
の
記
述
か

ら
判
断
し
て
も
お
ら
く
か
、
お
つ
る
く
ら
い
し
か
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
お
つ
る
も
ま
た
、

新
た
に
加
え
ら
れ
た
「
お
つ
る
」
と
題
さ
れ
る
二
章
で
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
は
の
ち

に
見
る
。
前
稿
で
も
述
べ
た
が
、
こ
の
作
品
に
は
印
象
深
い
女
性
の
登
場
人
物
が
極
め
て
少
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
特
に
初
稿
に
著
し
い
。
学
会
版
に
お
け
る
お
つ
る
と
お
ら
く
の
造
型
は
、
そ

の
よ
う
な
初
稿
の
あ
り
方
を
少
し
で
も
改
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
な
お
の
こ
と
、
先
の
よ
う
な
書
き
方
を
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い

べ
き
で
あ
ろ
う
。 

う

 

お
ら
く
は
第
一
部
に
も
一
度
だ
け
登
場
し
て
い
た
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
学
会

版
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
初
稿
の
第
一
編
に
は
お
ら
く

は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
。
学
会
版
に
お
い
て
第
一
部
に
お
ら
く
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
も
、
お

ら
く
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
こ
と
の
一
環
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
こ
と
よ
り

も
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
そ
こ
で
の
お
ら
く
も
ま
た
あ
る
人
物
に
見
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
あ
る

人
物
に
出
く
わ
す
と
い
っ
た
形
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
町
年
寄
の
矢
島
と
川
上
屋
善

右
衛
門
が
路
上
で
立
ち
話
し
を
し
て
い
る
。
善
右
衛
門
も
ま
た
矢
島
が
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
人

物
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
お
ら
く
が
近
づ
い
て
く
る
。
お
ら
く
は
す
れ
ち
が
い
ざ
ま
に
お
辞

儀
を
し
て
通
り
す
ぎ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
あ
と
二
人
は
お
ら
く
を
話
題
に
す
る
の
で
あ
る
。

お
ら
く
は
た
ま
た
ま
出
会
う
人
物
と
し
て
、
そ
し
て
見
ら
れ
る
人
物
あ
る
い
は
話
題
の
対
象
と

し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

十
章
に
お
け
る
追
加
の

後
は
52
で
あ
る
。
第
二
部
の

後
で
も
あ
る
こ
の
52
は
、
居
酒
屋

で
百
姓
た
ち
が
お
ら
く
と
梅
村
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
合
う
場
面
で
あ
る
。
晒
し

の
刑
に
さ
れ
た
お
ら
く
の
哀
れ
さ
や
梅
村
の
意
趣
返
し
の
う
わ
さ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
梅
村

と
弘
之
進
が
お
互
い
に
刀
を
抜
き
決
闘
に
な
ら
ん
と
す
る
と
き
あ
や
う
く
ま
わ
り
に
止
め
ら
れ

た
と
い
っ
た
、
あ
た
か
も
見
て
き
た
よ
う
な

が
語
ら
れ
た
り
も
す
る
。
そ
し
て

後
に
は
、



梅
村
に
対
す
る
批
判
で
終
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
な
ぜ
学
会
版
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
永
平
和
雄
（『
江
馬
修
論
』、
お
う
ふ
う
、
00
・
2
）
が
次
の

う
に
述
べ
て
い
る
。 

よ

  
 

後
の
十
章
「
合
羽
屋
お
ら
く
」
の
末
尾
、
初
稿
に
は
な
い
居
酒
場
の
場
面
、
お
ら
く
の

晒
を
見
に
来
た
百
姓
た
ち
の
間
に
広
瀬
村
の
五
郎
作
が
現
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
農
民
像
も

印
象
深
い
け
れ
ど
も
、
第
一
部
に
登
場
し
た
五
郎
作
の
、
お
ら
く
へ
の
同
情
か
ら
始
ま
り
、

自
分
の
暮
ら
し
に
切
実
な
梅
村
批
判
の
怒
声
で
第
二
部
は
終
わ
る
。
初
稿
で
は
お
そ
ら
く
意

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
第
三
部
「
蜂
起
」（
自
家
版
で
は
題
名
も
「
途
上
」
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
戦
後
の
冬
芽
版
か
ら
は
一
貫
し
て
「
蜂
起
」
で
あ
る
）
の
主
役
、「
山
の
民

の
群
像
」
の
側
の
主
人
公
の
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

永
平
の
論
は
『
山
の
民
』
の
改
稿
過
程
に
関
す
る
唯
一
の
研
究
で
あ
る
。
前
稿
で
は
何
度
か

言
及
し
た
が
、
本
稿
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
一
度
も
言
及
し
な
か
っ
た
の
は
、
要
す
る
に
何
も
い

っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
改
稿
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
改
稿
の
事
実
を
指
摘
し
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
そ
の
場
合

で
も
、
改
稿
の
理
由
や
是
非
等
に
関
し
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
永
平
は

そ
れ
以
外
の
部
分
に
は
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。「
詳
細

に
比
較
検
討
し
た
い
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
に
紙
数
を
費
す
の
で
今
は
省
略
し
」
と
か
、「
細
か
に

見
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
多
く
言
う
べ
き
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
」、
あ
る
い
は
「
す
べ
て
を
綿
密
に

対
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
」
と
い
っ
た
い
い
方
を
永
平
は
く
り
か
え
し
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
永
平
が
触
れ
て
い
た
も
の
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
改
稿
以
外

の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
の
い
い
方
に
し
た
が
え
ば
、
つ
ま
り
は
単
位
内
に
お
け
る
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改
稿
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
も
重
要
で
あ
る
に
は
ち
が
い
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き

た
改
稿
が
「
あ
ま
り
に
紙
数
を
費
す
」
と
い
っ
た
理
由
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
い
の
は
疑
問

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、「
す
べ
て
を
綿
密
に
対
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
の

は
誇
張
で
な
く
本
当
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
小
さ
な
点
を
問
題
に
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
一
ペ
ー

ジ
ご
と
、
い
や
一
行
ご
と
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
ほ
ど
の
改
稿
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
す
べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
は
、
ま
さ
に
全
文
を
対
照
す
る
し
か
な
い
と
い
え
る
か
ら

で
あ
る
。 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
永
平
の
発
言
で
あ
る
。
52
追
加
の
理
由
と
し
て
永
平
が
述
べ
て
い
る
の

は
、
第
三
部
の
主
役
と
な
る
人
物
を
第
二
部
の

後
に
し
っ
か
り
と
描
い
て
お
く
た
め
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
永
平
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
第
三
部
は
「
途
上
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、

学
会
版
の
次
の
版
か
ら
以
降
は
「
蜂
起
」
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
永
平
が
自
家
版
と
い

っ
て
い
る
の
は
学
会
版
の
こ
と
で
あ
る
。
学
会
版
第
三
部
に
相
当
す
る
第
三
編
と
い
う
べ
き
も

の
は
初
稿
に
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
第
三
部
を
新
た
に
書
く
に
あ
た
っ
て
、
そ
こ
で
の
主
役

と
な
る
人
物
を
描
く
部
分
を
第
二
部
に
加
え
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
物
が
広
瀬
村
の

五
郎
作
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

五
郎
作
は
確
か
に
こ
の
部
分
の
中
心
的
人
物
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
中
心
的
と
い
う
べ

き
人
物
は
も
う
一
人
い
る
。
藤
兵
衛
と
い
う
百
姓
で
あ
る
。
梅
村
と
弘
之
進
の
決
闘
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
の
も
こ
の
藤
兵
衛
で
あ
っ
た
。
52
は
、
こ
の
二
人
の
人
物
の
会
話
が
中
心
と
な
っ

て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
藤
兵
衛
の
方
は
ど
う
説
明
す
べ
き
な
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
実
は
こ
の
場
面
に
は
じ
め
か
ら
登
場
し
て
い
る
の
は
藤
兵
衛
で
、
五

郎
作
は
あ
と
か
ら
や
っ
て
く
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、

五
郎
作
は
こ
の
部
分
に
お
け
る
中
心
的
人
物
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
第
二
部
で
の
五
郎
作
の
登
場
は
こ
こ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
に
は
何

度
か
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
初
稿
第
一
編
で
も
同
様
で
あ
る
。
ば
か
り
で
な
く
、

学
会
版
第
一
部
の
十
章
、
初
稿
第
一
編
の
六
章
は
全
体
が
ほ
ぼ
五
郎
作
を
中
心
と
し
て
描
か
れ

て
い
た
。
そ
の
点
で
、
藤
兵
衛
は
五
郎
作
の
相
手
役
と
い
っ
た
役
ま
わ
り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と

い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
藤
兵
衛
は
こ
の
部
分
に
し
か
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
永
平
が
い
う
よ
う
に
、
第
三
部
の
主
役
と
い
え
る
よ
う
な
人
物
で
は
決
し
て
な
か
っ

た
。
主
役
ど
こ
ろ
か
、
そ
も
そ
も
第
三
部
に
は
五
郎
作
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
て
い
な
い
と
い
っ

て
も
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
作
品

後
に
と
う
ま
る
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
た
五
郎
作
が

登
場
し
、
そ
の
子
供
た
ち
と
の
ご
く
簡
単
な
会
話
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。 

永
平
に
は
第
一
部
の
印
象
が
よ
ほ
ど
強
く
残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と
で
も
解
さ
な

い
限
り
、
五
郎
作
を
主
役
と
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
五
郎
作
が
と
う

ま
る
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
去
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
こ
の
作
品
が
終
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
や

は
り
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
永
平
が
勘
ち
が
い
し
た
の
も
あ
る
い
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
永
平
は
、
五
郎
作
を
「「
山
の
民
の
群
像
」
の
側
の
主
人
公
の
ひ
と
り
」
と
も

述
べ
て
い
た
。
こ
れ
も
に
わ
か
に
は
首
肯
し
が
た
い
の
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
民
衆
の
な
か
で
は
、

あ
る
い
は
百
姓
の
な
か
で
は
五
郎
作
に
か
な
り
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が

い
な
い
。
作
品

後
に
五
郎
作
を
登
場
さ
せ
て
い
た
の
も
そ
の
一
環
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
五
郎
作
を

後
の
場
面
に
登
場
さ
せ
る
こ
と
の
是
非
は
今
は
問
わ
な
い
。
た
だ
そ
う

考
え
る
な
ら
ば
、
第
二
部
に
お
け
る
52
の
追
加
は
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
永
平
が
、
こ
こ
で
五
郎
作
が
「
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

の
は
、
た
ぶ
ん
そ
の
へ
ん
の
こ
と
を
い
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
問
題
は
、
こ
こ
で
な

ぜ
「
し
っ
か
り
と
書
き
込
ま
れ
」
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
永
平
は
何
も
述
べ
て
い
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
、
第
三
部
の
末
尾
を
意
識
し
て
、
第

二
部
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て
も
う
一
度
五
郎
作
を
描
い
て
お
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
っ

た
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
初
稿
で
は
お
そ
ら
く
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
第
三

部
」
と
い
っ
た
い
い
方
を
し
て
い
た
の
は
た
ぶ
ん
そ
の
た
め
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
だ
け
の
こ
と

な
ら
ば
、
52
を
是
非
と
も
追
加
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。 

作
品

後
の
部
分
に
、
五
郎
作
は
と
う
ま
る
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
登
場
す
る
と
述
べ
た
が
、
五

郎
作
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
実
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
唐
突
と
い
え
ば
か
な
り
唐
突
な
展
開
で
は
あ
る
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
捕
え
ら
れ
た
の
は
五
郎
作
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
う
ま
る
駕
籠
は
十
あ
ま
り
並
ん
で

い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
少
し
前
に
は
十
五
、
六
人
の
者
が
召
し
取
ら
れ
た
と
い
う
記
述

も
あ
っ
た
。
五
郎
作
は
そ
の
十
数
人
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
他
の
者
に
つ
い
て
も

そ
の
理
由
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一
人
だ
け
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。 
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宮
田
村
の
房
吉
と
い
ふ
猟
師
は
、「
×
×
を
仕
留
め
た
の
は
こ
の
己
じ
や
」
と
か
ね
て
か
ら

酒
屋
な
ぞ
で
豪
語
し
て
ゐ
た
の
で
、
こ
の
際
召
と
ら
れ
て
も
仕
方
が
無
か
つ
た
。 

居

 

「
×
×
」
は
伏
せ
字
で
あ
る
。
学
会
版
に
は
か
な
り
の
伏
せ
字
が
あ
る
。
第
一
部
と
第
二
部

に
も
む
ろ
ん
あ
る
が
、
第
三
部
に
入
っ
て
そ
れ
は
極
端
に
増
え
る
。
描
か
れ
て
い
る
内
容
の
問

題
も
あ
ろ
う
が
、
出
版
の
時
期
と
も
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
学
会
版
三
部
は
そ
れ
ぞ
れ
、

一
九
三
八
、
三
九
、
四
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
が
出
た
の
は
太
平
洋
戦
争
開
始
の

前
年
で
あ
る
。
数
は
少
な
い
が
、
伏
せ
字
は
初
稿
に
も
あ
っ
た
。
初
稿
が
雑
誌
『
ひ
だ
び
と
』

に
連
載
さ
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
か
ら
翌
三
六
年
に
か
け
て
で
あ
る
。
伏
せ
字
に
つ
い
て
は
別

に
検
討
す
る
予
定
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
×
×
」
に
は
た
ぶ
ん
「
梅
村
」
が
入
る
は
ず
で
あ
る
。

詳
し
く
は
触
れ
な
い
が
、
作
品

後
の
方
に
な
っ
て
梅
村
は
高
山
を
去
る
途
中
負
傷
す
る
。
そ

の
部
分
も
伏
せ
字
が
多
く
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
が
、
突
然
何
者
か
に
肩
を
撃

た
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
直
接
の
原
因
か
ど
う
か
は
こ
れ
ま
た
は
っ
き
り
し
な
い

の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
半
年
あ
ま
り
の
ち
に
梅
村
は
死
ぬ
。
宮
田
村
の
房
吉
は
「
仕
留
め
た
の
は

こ
の
己
じ
や
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
に
梅
村
が
死
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
う

発
言
し
て
い
た
こ
ろ
に
も
梅
村
は
生
き
て
い
た
。
そ
れ
を
房
吉
が
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
と

も
か
く
、
そ
の
よ
う
に
豪
語
し
て
い
た
た
め
に
房
吉
は
捕
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

房
吉
の
い
っ
た
こ
と
が
本
当
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
作
品
に
も
、「
し
か

し
実
際
に
そ
れ
が
彼
の
「
手
柄
」
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
、
確
か
な
事
は
誰
も
知
ら
な
か
つ
た
。」

と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
先
の
梅
村
負
傷
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
ま
ち
が
い
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
房
吉
だ
け
が
名
を
冠
さ
れ
て
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
、
五
郎

作
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
部
の

後
に
加
え
ら

れ
た
52
は
そ
の
説
明
で
あ
っ
た
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
れ
を
い
わ
ば
暗
示
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

52
は
、
居
酒
屋
で
百
姓
た
ち
が
お
ら
く
と
梅
村
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
合
う
場

面
だ
が
、
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
の
は
藤
兵
衛
と
五
郎
作
で
あ
っ
た
。
話

し
は

後
に
梅
村
に
対
す
る
批
判
へ
と
向
か
い
、
藤
兵
衛
と
五
郎
作
の
発
言
は
い
よ
い
よ
激
し

て
く
る
の
だ
が
、
実
は
そ
れ
に
対
し
て
他
の
百
姓
た
ち
は
と
ま
ど
い
も
見
せ
て
い
た
。
あ
る
五

郎
作

発
言
の
あ
と
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。 

の

 

今
度
は
百
姓
共
は
黙
つ
て
ゐ
た
。
い
か
に

も
重
大
な
関
心
事
と
は
云
へ
、
梅
村
の
施
政

を
陰
で
と
や
か
く
云
ふ
事
は
堅
く
禁
じ
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
随
つ
て
恐
ろ
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
記
さ
れ
た
あ
と
、「
だ
が
、
五
郎
作
は
愈
々
熱
し
て
荒
い
声
を
高
め
て
言
つ
た
。」
と
し
、

ま
た
五
郎
作
の
発
言
が
続
け
ら
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
あ
る
藤
兵
衛
の
発
言
の
あ
と
に
は

う
あ
る
。 

こ

 

こ
の
時
、
若
い
百
姓
が
、
堪
り
か
ね
た
や
う
に
手
を
振
つ
て
藤
兵
衛
に
口
を
つ
ぐ
ま
せ
た
。

梅
村
は
非
常
に
猜
疑
深
い
の
で
、
到
る
所
に
廻
し
者
を
潜
ま
せ
て
、
下
々
の
者
が
陰
で
ど
ん

な
風
評
を
し
て
ゐ
る
か
一
生
懸
命
知
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
も
し
こ
こ
の
話
が
廻
し
者
に
立
聞

き
さ
れ
、
梅
村
の
耳
に
入
つ
た
ら
一
大
事
だ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。 

  

だ
が
、
五
郎
作
は
ま
っ
た
く
意
に
介
さ
ず
、

後
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
て
い
た
。 

 

「
は
ゝ
ゝ
は
ア
、
廻
し
者
か
！ 

い
か
に
も
有
り
さ
う
な
事
じ
や
。
も
し
そ
こ
ら
に
廻
し

者
が
隠
れ
と
つ
た
ら
な
ア
、
己
達
が
こ
こ
で
居
酒
の
み
な
が
ら
話
い
た
こ
と
を
そ
つ
く
り
そ

の
儘
梅
村
様
に
告
げ
て
呉
り
ヨ
。
聞
け
ア
、
梅
村
様
は
今
頃

し

み

四
美
の
山
ん
中
で
猪
狩
に
夢
中

に
な
つ
て
ご
ざ
る
げ
な
で
、
そ
の
間
に
己
達
が
ど
ん
な
話
を
し
て
を
つ
た
か
、
ち
つ
と
も
知

ら
つ
し
や
ら
ま
い
で
。」 

 

こ
の
五
郎
作
の
発
言
で
第
二
部
は
閉
じ
る
。
酒
が
入
っ
て
い
る
せ
い
で
も
あ
ろ
う
、
五
郎
作

は
か
な
り
勇
ま
し
い
発
言
を
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
居
酒
屋
で
の
発
言
の
た
め
に
五
郎
作
が

捕
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
五
郎
作
が
捕
え
ら
れ
た
の
は
梅
村
失
脚
の
あ
と
、
新
知
事

就
任
後
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
五
郎
作
は
梅
村
に
よ
っ
て
捕
え
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
梅
村
在
任
中
に
さ
か
の
ぼ
り
、
か
つ
梅
村
の
方
針
に
し
た
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が
っ
て
五
郎
作
を
捕
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
実
際
は
そ
う

で
は
な
か
っ
た
。
第
三
部

後
の
十
二
章
は
、
は
じ
め
に
新
知
事
の
宮
原
大
輔
就
任
と
そ
れ
を

祝
う
宴
会
の
場
面
が
描
か
れ
た
あ
と
、
梅
村
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
処
分
と
そ
の
後
の
こ
と

が
い
ち
い
ち
記
さ
れ
て
い
る
。
五
郎
作
も
い
わ
ば
そ
の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
わ
け
だ
が
、
そ

こ
で
の
処
分
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
梅
村
を
は
じ
め
役
人
を
中
心
と
す
る
人
々
で
あ
っ

た
。
い
わ
ば
梅
村
派
の
人
々
で
あ
る
。
商
法
局
長
だ
っ
た
江
馬
弥
平
も
む
ろ
ん
そ
の
一
人
で
あ

っ
た
。
他
に
、
新
知
事
の
宮
原
就
任
阻
止
を
画
策
し
た
人
々
の
処
分
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
地

役
人
や
郡
中
会
所
、
町
会
所
そ
の
他
の
人
々
に
は
何
の
処
分
も
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
、
反
梅

村
派
の
人
々
に
は
何
の
処
分
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
反
梅
村
と
い
う
こ
と
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

動
き
を
見
せ
て
い
た
川
上
屋
善
右
衛
門
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
永
平
が
い
っ
て
い
た
第
三
部

の
主
役
と
い
う
べ
き
人
物
を
あ
え
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
善
右
衛
門
あ
た
り
に
な
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
善
右
衛
門
は
第
三
部
の
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
頻
繁
に
登
場
し
て
お
り
、

五
郎
作
と
は
比
較
す
べ
く
も
な
い
。 

五
郎
作
が
捕
え
ら
れ
た
の
は
居
酒
屋
で
の
発
言
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
だ
と
し
た
な
ら
残

る
理
由
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
五
郎
作
は
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
行
動
と
い
っ

て
も
、
善
右
衛
門
の
よ
う
な
裏
工
作
的
な
政
治
活
動
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
通
常
い
か
な

る
場
合
で
も
犯
罪
と
さ
れ
る
行
動
、
す
な
わ
ち
暴
力
行
為
で
あ
る
。
梅
村
を
撃
っ
た
（
と
本
人

が
い
っ
て
い
た
）
房
吉
も
む
ろ
ん
反
梅
村
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
人
を
殺
傷
し
よ
う
と
し
た
（
と

本
人
が
い
っ
て
い
た
）
が
ゆ
え
に
房
吉
は
捕
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
五
郎
作
も
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
何
ら
か
の
暴
力
行
為
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
追
加
さ
れ
た
52
に
お
け
る
五
郎
作
の
激
し

い
口
調
は
、
い
わ
ば
そ
れ
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
第
二

部
を
し
め
く
く
る
五
郎
作
の
発
言
は
、
そ
れ
を
暗
示
す
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ

う
で
あ
る
が
ゆ
え
に

後
に
持
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

だ
が
、
可
能
性
と
し
て
は
い
わ
ば
理
由
と
は
い
え
な
い
理
由
と
い
う
べ
き
も
の
が
残
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
冤
罪
で
あ
る
。
先
の
房
吉
に
関
す
る
記
述
の
部
分
に
も
、
た
と
え
ば
「「
あ
い

つ
な
ら
縄
目
に
か
ゝ
つ
て
も
仕
方
が
無
い
」
と
誰
か
ら
も
見
ら
れ
る
や
う
な
も
の
も
あ
り
、

「
ほ
ゝ
う
、
何
で
あ
ん
な
奴
が
…
…
」
と
不
審
が
ら
れ
る
や
う
な
も
の
も
ゐ
た
。」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
ま
た
、

後
に
と
う
ま
る
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
た
五
郎
作
は
、
子
供
た
ち
に
次
の
よ
う
に

語

て
い
た
。 

っ

 

「
な
に
、
人
間
ア
、

つ
い
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り
す
る
気
さ
へ
無
け
れ
ア
、
世
の
中
に



こ
わ恐

い

事
な
ん
て
無
い
の
じ
や
。
と
も
か
く
、
己
ア
何
処
へ
出
た
つ
て
、

つ
い
た
り
、
隠
し



た
り

せ
に
や
な
ら
ぬ
や
う
な
事
ア
一
つ
も
し
と
ら
ん
つ
も
り
じ
ゃ
ぞ
。」 

 

五
郎
作
が
冤
罪
で
な
か
っ
た
と
い
い
切
る
決
定
的
な
根
拠
は
な
い
。
捕
え
ら
れ
た
理
由
が
記

さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
は
否
定
し
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
冤
罪
で
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
も
し
冤
罪
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
こ
と
を
記
さ
な
い
理
由
が
見
つ
け
難
い
こ
と
、
そ
し
て
、

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
52
の
追
加
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
永
平
は
、
五
郎
作
を
「「
山
の
民
の
群
像
」
の
側
の
主
人
公
の
ひ
と
り
」
と
述
べ
て
い
た
。

五
郎
作
を
そ
う
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、「
山
の
民
の
群
像
」

の
い
わ
ば
代
表
的
あ
る
い
は
典
型
的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

五
郎
作
は
む
ろ
ん
善
意
に
あ
ふ
れ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
無
知
で
軽

薄
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
き
に
狡
猾
と
い
え
る
と
こ
ろ
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら

も
含
め
て
五
郎
作
は
「
山
の
民
の
群
像
」
の
代
表
的
、
典
型
的
な
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

ん
な
「
山
の
民
の
群
像
」
を
描
く
こ
と
が
、『
山
の
民
』
と
題
さ
れ
た
こ
の
作
品
の
ひ
と
つ
の
目

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
人
物
の
冤
罪
を
、
こ
と
さ
ら
に
隠
す
必

要
は
な
い
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
語
っ
た
先
の
五
郎
作
の
こ
と
ば
も
、
冤
罪
を
訴
え
る
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
あ
る
覚
悟
を
語
っ
た
こ
と
ば
と
も
い
え
る
の
で
あ

る

先
の
引
用
の
前
に
は
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
た
。 

。

 

「
己
ア
出
る
所
へ
出
た
ら
、
み
ん
な
、
何
も
か
も
正
直
に
申
上
げ
る
つ
も
り
じ
や
。
重
い

お
し
お
き

処
刑

に
な
る
な
ら
な
る
で
良
え
。
と
に
か
く
己
の
云
ふ
事
は
一
応
聞
い
て
貰
は
に
や
な
ら
ん
。」 

  

そ
れ
に
し
て
も
、
五
郎
作
は
ど
の
よ
う
な
行
動
に
走
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
ろ
ん
そ
れ
は

記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
た
そ
れ
を
暗
示
す
る
よ
う
な
記
述
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
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な
い
。
五
郎
作
は
、
第
三
部
で
は

後
の
部
分
に
し
か
登
場
し
な
い
と
先
に
述
べ
た
が
、
実
は

ご
く
目
立
た
な
い
形
で
他
に
一
度
だ
け
登
場
し
て
い
た
。
第
三
部
の
九
章
に
、
江
馬
弥
平
の
家

の
作
小
屋
が
火
事
に
な
る
場
面
が
あ
る
。
夜
中
に
突
如
半
鐘
が
鳴
り
出
し
、
人
々
が
駆
け
つ
け

る
。
だ
が
、
小
さ
な
作
小
屋
が
燃
え
て
い
た
だ
け
な
の
で
誰
も
消
そ
う
と
は
せ
ず
、
見
守
る
だ

で
あ
っ
た
。
そ
の
部
分
の

後
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。 

け

 

小
屋
は
お
ほ
か
た
燃
え
つ
き
や

と
し
て
ゐ
た
。
誰
か
ゞ
大
声
で
喚
い
た
。 

う

「
…
…
…
ど
こ
じ
や
ア
…
…
…
」 

「

 

荒
い
烈
し
い
野
良
声
が
そ
れ
に
反
響
し
た
。
一
同
は
び
つ
く
り
し
た
や
う
に
声
の
主
を
振

返
つ
た
。
広
瀬
村
の
五
郎
作
が
、
汚
れ
た
手
拭
で
鉢
巻
を
し
、
古
び
た
バ
ン
ド
リ
を
着
こ
ん

で
、
黒
い
ひ
げ
だ
ら
け
の
や
ん
ち
や
な
顔
を
人
々
の
間
か
ら
突
き
出
し
て
ゐ
た
。 

江
馬
じ
や
、
江
馬
弥
平
じ
や
ア
。」 

  

小
屋
が
燃
え
た
の
は
何
者
か
に
よ
る
放
火
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
ま
ち
が
い
な
い
。
近
頃
各
所

で
ボ
ヤ
騒
ぎ
が
頻
発
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
梅
村
と
同
様
、
江
馬
も
相
当
な
反
感
を
買

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
放
火
を
し
た
の
は
五
郎
作
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
誰
か
が
「
ど
こ
じ
や
ア
」
と
叫
ん
だ
の
に
対
し
て
、
五
郎
作

は
即
座
に
「
江
馬
じ
や
、
江
馬
弥
平
じ
や
ア
」
と
答
え
て
い
た
わ
け
で
、
怪
し
い
と
い
え
ば
確

か
に
怪
し
い
と
い
え
な
く
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
深
読
み
と
い
え
ば
い
え
な
く
も
な

い
危
う
さ
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
作
品
を
読
む
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
微

妙
な
表
現
か
ら
す
ぐ
さ
ま
五
郎
作
を
放
火
犯
と
認
め
る
こ
と
は
そ
う
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
は
そ
れ
相
当
に
長
く
、
ま
た
登
場
人
物
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
五
郎
作
は

後
に
登
場
す
る
以
外
、
第
三
部
で
は
こ
こ
だ
け
に
ぽ
つ
ん

登
場
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。 

と

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
郎
作
は
罪
を
犯
し
た
の
か
、
犯
し
た
と
す
れ
ば
何
を
し
た
の
か
は
は

っ
き
り
と
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
ま
た
小
説
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
に
は
ち
が
い
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
長
々
と
述
べ
て
き
た
こ
と
が
ら
を
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
に
疑
問

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
で
あ
る
な
ら
52
の
追
加
も
ま
た
疑
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

と
に
は
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
い
。 

こ

 

以
上
で
、
52
の
追
加
に
つ
い
て
は
終
わ
り
で
あ
る
。
第
三
部
に
ま
で
や
や
踏
み
込
む
形
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
52
が
そ
れ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
い
た
し
方
が
な
い
。

初
稿
に
は
第
三
部
に
相
当
す
る
第
三
編
と
い
う
べ
き
も
の
が
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
初

稿
か
ら
学
会
版
へ
の
改
稿
の
検
討
に
お
い
て
は
原
理
的
に
第
三
部
は
扱
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ

の
よ
う
な
形
で
し
か
第
三
部
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
三
部

に
つ
い
て
は
次
の
改
稿
を
検
討
す
る
際
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
い
で
に
い
っ
て
お

け
ば
、
本
稿
で
の
検
討
は
あ
く
ま
で
も
初
稿
か
ら
学
会
版
へ
の
改
稿
で
あ
り
、
そ
の
後
の
改
稿

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
考
慮
を
し
て
い
な
い
。
の
ち
の
改
稿
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
学
会
版
改

稿
当
時
の
問
題
性
を
ゆ
が
め
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
が
、
学
会
版
改

時
に
は
そ
の
後
の
版
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

稿

 

単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
追
加
を
終
え
、
次
に
検
討
す
る
の
は
章
レ
ヴ
ェ
ル
の
追
加
で
あ
る
。
二
章

と
六
章
が
そ
れ
だ
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
章
に
は
、
章
レ
ヴ
ェ
ル
の
追
加
と
い
う
ほ
か
に
も
共
通

点
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
明
ら
か
に
あ
る
一
人
の
人
物
に
焦
点
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
二
章
は
お
つ
る
、
六
章
は
弥
平
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
作
品
全
体
の
進
行
と

は
や
や
離
れ
た
形
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
一
人
の
人
物
が
中
心
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
、
例
の
お
ら
く
を
描
い
た
章
や
五
郎
作
を
描
い
た
章
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
い
ず
れ

の
場
合
に
も
作
品
の
進
行
か
ら
特
に
離
れ
た
と
い
う
べ
き
記
述
で
は
な
か
っ
た
。
お
ら
く
の
章

に
つ
い
て
は
先
に
詳
し
く
見
た
の
で
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
梅
村
の
風
儀
取
り
締
り

政
策
の
ひ
と
つ
の
結
果
と
し
て
、
お
ら
く
を
め
ぐ
る
密
通
事
件
と
そ
の
処
罰
が
中
心
に
描
か
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
五
郎
作
の
章
も
ま
た
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
五
郎
作
が
中
心
に
描
か

れ
て
い
た
の
は
学
会
版
で
は
第
一
部
の
十
章
、
初
稿
で
は
第
一
編
の
六
章
だ
が
、
章
の
は
じ
め

に
は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
と
し
て
や
っ
て
き
た
竹
沢
が
、
年
貢
半
減
と
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減
を

約
束
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
五
郎
作
は
大
喜
び
で
家
路
を
急

ぐ
が
、
途
中
藁
づ
か
い
小
屋
に
立
ち
寄
る
。
そ
こ
に
は
若
者
た
ち
が
集
っ
て
お
り
、
息
子
の
市

助
に
い
ち
早
く
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
あ
い
に
く
市
助
は
お
ら
ず
、
集
っ
て
い
た
若
者

た
ち
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
る
が
誰
も
信
じ
る
者
は
い
な
い
。
五
郎
作
は
足
早
に
立
ち
去
り
家
へ

と
向
か
っ
た
。
家
に
帰
る
と
早
速
女
房
の
お
し
ず
に
伝
え
、
す
で
に
寝
て
い
た
娘
の
お
ち
か
を
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起
こ
し
に
か
か
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
夜
ば
い
に
来
て
い
た
若
者
が
い
た
。
五
郎
作
は
そ
の
若

者
に
も
伝
え
、
酒
ま
で
も
ふ
る
ま
い
上
機
嫌
で
あ
る
。
そ
こ
に
市
助
が
帰
っ
て
く
る
。
市
助
も

夜
ば
い
に
出
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
郎
作
の
章
も
ま
た
、
竹
沢
の
年
貢
半
減
と
そ
の
他
運

上
等
軽
減
の
約
束
か
ら
は
じ
ま
り
、
そ
れ
を
喜
び
吹
聴
し
て
ま
わ
る
五
郎
作
を
中
心
と
し
て
描

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

か

 

お
ら
く
の
章
も
五
郎
作
の
章
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
を
中
心
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
作

品
の
進
行
か
ら
特
に
離
れ
た
記
述
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
お
つ
る
の
二

章
と
弥
平
の
六
章
は
や
や
異
な
る
の
で
あ
る
。
作
品
の
進
行
と
は
ま
っ
た
く
別
の
記
述
と
い
う

わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
章
に
は
お
ら
く
や
五
郎
作
の
章
に
は
な
い
あ
る

特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
人
物
の
生
い
た
ち
、
な
い
し

は
こ
の
作
品
に
登
場
し
て
く
る
過
程
と
い
う
べ
き
も
の
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
の
基
本
的
な
も
の
の
見
方
や
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な
態
度
と
い

っ
た
も
の
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
は
た
し
て
、
一
人
の
人
格
を
持
っ

た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
お
ら
く
や

郎
作
の
描
き
方
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。 

五

 

ま
ず
は
六
章
の
弥
平
で
あ
る
。
商
法
局
の
仕
事
で
鉱
山
を
巡
視
し
た
帰
り
道
、
弥
平
は
柏
木

徳
兵
衛
の
家
を
訪
れ
る
。
以
前
か
ら
親
友
で
あ
っ
た
二
人
は
気
の
お
け
な
い
会
話
に
う
ち
興
じ
、

弥
平
は
み
ず
か
ら
の
印
籠
と
刀
を
自
慢
す
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
語
ら
れ
る
の
だ
が
、
刀
に
つ
い
て
の
話
し
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
五
十

両
の
大
枚
を
は
た
い
て
買
っ
た
虎
鉄
の
刀
を
役
人
た
ち
に
見
せ
る
と
皆
が
羨
ま
し
が
り
ほ
め
て

く
れ
た
。
だ
が
、
吉
住
だ
け
は
薄
笑
い
を
浮
か
べ
、
は
た
し
て
そ
の
名
刀
を
使
い
こ
な
す
腕
が

あ
る
の
か
と
問
う
た
。
吉
住
と
は
、
例
の
密
通
事
件
を
起
こ
し
た
弘
之
進
の
父
親
で
あ
る
。
そ

に
対
し
て
弥
平
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
や
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

れ

 

ほ
ゝ
う
、
侍
方
は
刀
を
腕
で
使
ふ
も
の
と
思
つ
て
を
ら
れ
る
ら
し
い
。
じ
や
が
、
わ
し
は

刀
は
魂
で
使
ふ
も
の
じ
や
と
思
つ
と
る
。
な
る
程
わ
し
は
百
姓
上
り
で
、
剣
術
な
ど
は
知
り

申
さ
ぬ
。
じ
や
が
百
姓
で
も
魂
は
立
派
に
持
ち
合
わ
せ
て
を
る
。 

 

 

ひ
と
と
お
り
の
話
し
が
終
わ
り
、
食
事
の
前
に
弥
平
は
徳
兵
衛
の
家
の
野
天
風
呂
に
身
を
浸

す
。
湯
船
に
つ
か
り
な
が
ら
山
深
い
あ
た
り
の
景
色
を
な
が
め
て
い
る
う
ち
に
弥
平
は
子
供
の

こ
ろ
を
想
い
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
ふ
り
か
え
る
。
い
わ
ば
そ
の
よ
う
な
形
で
弥
平
の
生

い
た
ち
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
穀
つ
ぶ
し
の
末
子
と
し
て
生
ま
れ
た
弥
平
は
、
小

さ
い
と
き
に
家
を
出
さ
れ
る
。
桶
屋
の
小
僧
や
豆
腐
屋
の
行
商
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
そ
の
う

ち
糸
紬
屋
の
養
子
に
な
っ
た
。
学
校
に
は
行
か
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
独
学
し
た
。
そ
し

て
、
や
が
て
は
組
頭
に
推
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
そ
の
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
役
を
命
じ
ら
れ
、

つ
い
に
は
商
法
局
長
に
な
り
苗
字
帯
刀
御
免
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
風
呂
か
ら
あ
が
っ

た
弥
平
は
徳
兵
衛
と
酒
を
傾
け
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
飛

に
つ
い
て
お
お
い
に
語
り
合
う
。
だ

、
そ
こ
で
多
く
を
語
っ
て
い
た
の
弥
平
で
あ
っ
た
。 

が

 

「
じ
や
が
、
昔
か
ら
云
は
れ
と
る
や
う
に
、
飛

は


げ

ゞ

下
々
の

げ

ご

く

下
国
で
、
米
も
一
向
と
れ
ぬ
が
、

物
産
も
到
つ
て
乏
し
い
。
こ
の
貧
乏
国
を
富
ま
す
の
は
容
易
な
事
で
は
無
い
ぞ
よ
。
そ
こ
で
、

己
は
い
ま

か
な
や
ま

鉱
山
に
特
別
目
を
つ
け
と
る
が
、
ど
う
じ
や
え
？ 

飛

に
は
何
は
無
く
と
も
、
山



だ
け
は

た

ん

と

沢
山
あ
る
。
山
が
た
ん
と
じ
や
で
、

か
な
や
ま

鉱
山
も
た
ん
と
あ
る
と
思
は
れ
る
。
げ
ん
に
、
今

分
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
も
大
分
あ
る
。
己
ア
今
度

し

か

ま

鹿
間
や
、

ま
ん
な
み

万
波
や
、
外
に
い
く
つ
も
鉱
山
を
巡

視
し
て
き
た
が
、
な
か
〳
〵
有
望
じ
や
ぞ
。
じ
や
が
、
今
の
や
う
な
や
り
方
で
は

だ

ち

埒
明
か
ん
。

山
に

あ

な

坑
道
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
一
つ
〳
〵
持
主
が
違
つ
と
つ
て
、
や
り
方
も
ま
る
で
手
内
職

じ
や
。
あ
ん
な
事
で
は
大
き
い
利
の
あ
が
る
道
理
が
無
い
。
あ
れ
を
今
度
一
つ
残
ら
ず
、
商
法

局
へ
一
手
に
纏
め
て
、
う
ん
と

も

と

資
本
を
か
け
る
ん
じ
や
。
つ
ま
り
、
も
つ
と
色
々
な
機
械
も
買

入
れ
た
り
、
人
夫
も
殖
し

マ
マや

た
り
し
て
盛
ん
に
や
る
ん
じ
や
。
さ
う
す
れ
ア
ど
ん
〳
〵
利
が
上

つ
て
く
る
。
今
度
調
べ
て
み
る
と
、
飛

じ
ゆ
う
の



か
な
や
ま

鉱
山
か
ら
あ
が
る
利
益
が
や
つ
と
一
万
両

足
ら
ず
じ
や
。
こ
ん
ど
己
の
手
に
か
け
た
ら
、
一
年
の
う
ち
に
必
ず
そ
の
七
八
倍
、
少
な
く
と

も
七
八
万
両
の
利
益
を
挙
げ
て
見
せ
る
。」 

  

弥
平
の
こ
と
ば
は
の
ち
に
現
実
と
な
る
の
だ
が
、
熱
心
に
語
り
続
け
る
弥
平
に
対
し
て
、
徳

兵
衛
は
、「
は
つ
は
つ
は
ア
、
高
原
の
山
ん
中
に
ど
え
ら
い
奴
が
生
れ
た
も
ん
じ
や
の
う
。」
と

嘆
息
し
て
い
た
。
弥
平
の
こ
と
ば
は
確
か
に
、
徳
兵
衛
の
み
な
ら
ず
人
を
説
得
す
る
力
を
持
っ
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も
う
一
方
の
お
つ
る
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
弥
平
と
は
少
々
異
な
っ
た
描
か
れ
方
が
さ
れ

て
い
た
。
二
章
は
梅
村
の
記
述
か
ら
は
じ
ま
る
。
飛

の
統
治
者
と
し
て
意
欲
に
燃
え
る
梅
村

が
描
か
れ
る
な
か
、
ふ
と
あ
る
晩
の
役
人
た
ち
と
の
世
間
話
し
が
描
か
れ
る
。
そ
こ
で
話
題
と

な
っ
た
の
は
梅
村
の
妻
帯
に
関
す
る
こ
と
で
、
ま
わ
り
の
役
人
た
ち
は
そ
れ
を
勧
め
、
梅
村
も

そ
の
気
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
い
わ
ば
前
段
で
あ
る
。
次
に
描
か
れ
る
の
は
笠

松
の
役
所
へ
の
出
張
で
、
そ
の
途
中
梅
村
は
番
所
役
人
の
家
に
宿
泊
す
る
。
そ
こ
で
給
仕
と
し

て
出
て
き
た
の
が
お
つ
る
で
あ
っ
た
。
梅
村
は
一
目
で
お
つ
る
を
気
に
入
り
、
杯
を
か
え
し
み

ず
か
ら
酌
を
す
る
。
梅
村
は
陣
屋
奉
公
を
う
な
が
す
が
、
身
分
を
わ
き
ま
え
る
お
つ
る
は
困
惑

す
る
。
お
つ
る
は
番
屋
役
人
の
娘
で
は
な
く
、
近
く
の
商
人
宿
の
娘
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
結
局

は
お
つ
る
を
連
れ
て
梅
村
は
戻
っ
て
く
る
。
形
式
的
に
は
侍
女
と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
実
質
は

妻
と
し
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
に
は
、
そ
の
後
の
梅
村
と
お
つ
る
の
生
活
が
描
か
れ
、

後

梅
村
が
正
式
な
結
婚
を
決
意
す
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
。 

い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

に

 

わ
か
る
よ
う
に
、
二
章
は
梅
村
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
一
人
の
人
物
が
中

心
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
お
ら
く
や
五
郎
作
を
描
い
た
章
も
あ
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
い
う
ま

で
も
な
く
そ
れ
は
梅
村
と
竹
沢
を
除
い
て
で
あ
る
。
梅
村
と
竹
沢
は
ま
さ
に
こ
の
作
品
の
主
人

公
と
い
う
べ
き
二
人
で
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
。
竹
沢
は
第
一
部
（
第
一
編
）

の
、
梅
村
は
第
二
部
（
第
二
編
）
及
び
第
三
部
の
中
心
人
物
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

二
章
は
、
確
か
に
そ
の
梅
村
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
焦
点
が
お
つ
る

に
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
で
あ
り
、
そ
の
お
つ
る
が
い
わ
ば
こ
の
作
品
に
登
場
し
て
く
る
過
程

が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
章
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
役
人
た
ち
と
妻

帯
に
つ
い
て
話
す
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
む
ろ
ん
お
つ
る
登
場
の
布
石
で
あ
り
、
出
張
の

途
中
に
番
所
役
人
の
家
に
投
宿
す
る
の
も
お
つ
る
登
場
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
の
で

あ
る
。
梅
村
が
は
じ
め
て
出
会
っ
た
と
き
の
お
つ
る
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多
く
は
記
さ
れ
て
い

い
。
た
だ
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
た
。
お
つ
る
登
場
、

初
の
記
述
で
あ
る
。 

な

 

二
重
瞼
の
す
ゞ
し
い
黒
い
目
で
、
鼻
は
小
さ
く
整
つ
て
を
り
、
花
び
ら
の
や
う
に
柔
か
い
ふ

つ
く
り
し
た
頰
を
し
て
ゐ
る
。
や
ゝ
鳩
胸
で
、
肩
は
ま
る
く
、
肥
つ
て
ゐ
る
程
で
は
無
い
が
、

小
柄
な
容
姿
全
体
に
ふ
つ
く
り
し
た
円
味
が
あ
る
。
態
度
は
あ
く
ま
で
う
や
〳
〵
し
く
、
淑
や

か
で
あ
る
が
、
か
と
云
つ
て
よ
く
見
る
や
う
に
物
お
ぢ
し
て
、
堅
く
な
つ
て
上
つ
て
ゐ
る
の
で

も
無
い
。
云
は
ゞ
素
朴
な
落
つ
い
た
様
子
で
、
し
か
も
礼
儀
に
叶
つ
て
ゐ
る
。
唯
手
が
赤
つ
ち

や
け
て
日
常
の
労
働
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
白
粉
つ
気
の
無
い
顔
は
も
と
よ
り
、
ふ
つ
く
り
し
た

咽
喉
で
も
腕
で
も
、
真
つ
白
で
健
康
ら
し
く
艶
や
か
で
あ
る
。 

  

こ
の
作
品
に
出
て
く
る
女
性
の
登
場
人
物
で
は

も
詳
細
な
人
物
描
写
で
あ
り
、
梅
村
と
竹

沢
を
除
け
ば
他
の
人
物
を
含
め
て
も
た
ぶ
ん

も
詳
細
な
描
写
と
い
っ
て
よ
い
。
他
の
女
性
登

人
物
で
詳
細
な
人
物
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
ろ
ん
お
ら
く
で
あ
る
。 

場

 

く
つ
き
り
し
た
富
士
額
、
細
い
三
ヶ
月
形
の
眉
、
形
の
良
い
鼻
に
小
さ
い
可
愛
ら
し
い
口

も
と
、
そ
れ
に
黒
襦
子
の
襟
元
か
ら
浮
き
上
つ
た
顔
と
細
い
首
の
色
の
白
さ
。
澄
み
切
つ
た

高
原
の
空
気
と
清
ら
か
な
真
清
水
の
あ
る
所
に
だ
け
生
れ
る
き
め
、
、
の
細
か
い
滑
ら
か
な
白
さ

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
長
い
も
み
あ
げ
の
下
に
あ
る
小
さ
い
黒
子
ま
で
が
愛
ら
し
く
匂
つ

て
見
え
る
。（
傍
点
は
江
馬
） 

  

こ
れ
は
、
例
の
お
ら
く
が
中
心
に
描
か
れ
た
章
に
お
け
る
記
述
で
は
な
い
。
お
つ
る
の
場
合
と

同
様
、
お
ら
く
が

初
に
登
場
す
る
際
の
記
述
で
、
第
一
部
の
九
章
に
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は

学
会
版
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
に
お
け
る
記
述
で
も
あ
る
。
い
ず
れ
の
記
述
も
紋
切
型
の
描

写
を
そ
れ
ほ
ど
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
お
ら
く
の
方
は
た
だ
色
白
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
に
す

ぎ
な
い
と
い
え
な
く
も
な
い
。
そ
れ
以
外
は
「
富
士
額
」、「
三
ヶ
月
形
の
眉
」、「
形
の
良
い
鼻
」

と
い
っ
た
ま
さ
に
紋
切
型
の
表
現
で
、
何
も
い
っ
て
い
な
い
に
等
し
い
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
色
白
を
強
調
す
る
の
に
も
、「
澄
み
切
つ
た
高
原
と
清
ら
か
な
真
清
水

の
あ
る
所
に
だ
け
生
れ
る
」
と
い
っ
た
、
や
や
興
ざ
め
の
す
る
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
た
。
そ
れ

に
比
べ
れ
ば
お
つ
る
の
方
が
い
く
ら
か
は
ま
し
と
い
え
る
だ
ろ
う
が
、
し
か
し
大
き
な
ち
が
い
で

は
な
い
。
大
き
く
ち
が
う
の
は
、「
態
度
は
あ
く
ま
で
う
や
〳
〵
し
く
、
淑
や
か
で
あ
る
が
、
か
と

云
つ
て
よ
く
見
る
や
う
に
物
お
ぢ
し
て
、
硬
く
な
つ
て
上
つ
て
ゐ
る
の
で
も
無
い
。
云
は
ゞ
素
朴

な
落
つ
い
た
様
子
で
、
し
か
も
礼
儀
に
叶
つ
て
ゐ
る
。」
と
い
っ
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
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あ
る
。
つ
ま
り
、
お
つ
る
の
態
度
、
あ
る
い
は
人
と
な
り
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
こ
の
部
分
だ
け
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。
お
つ
る
を
連

れ
帰
っ
て
き
た
あ
と
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
い
い
方
で
そ
れ
は
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
お
つ
る
の
人
と
な
り
と
い
っ
た
こ
と
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
部
分
に
も

よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
晩
の
こ
と
、
役
人
た
ち
の
な
か
で
は
特

に
梅
村
の
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
吉
田
文
助
が
、
二
人
の
い
る
席
で
あ
る
百
姓
の
こ
と
に
い
い
及

ん
だ
。
お
つ
る
の
村
の
百
姓
だ
っ
た
の
で
、
吉
田
は
お
つ
る
の
方
に
向
か
っ
て
心
安
げ
に
語
り
か

た
。 

け

 

「
あ
ん
た
も
御
存
じ
じ
や
と
思
ふ
が
、
あ
の
孫
助
と
云
つ
て
、
頭
の
禿
げ
た
面
白
い
爺
で
…

…
」 

「

 

お
つ
る
は
何
の
こ
だ
わ
り
も
無
し
に
、
愛
想
よ
く
、
同
じ
地
言
葉
で
答
へ

。 

は
ア
、
あ
の
孫
助
さ
な
ら
わ
し
も
能
う
知
つ
と
り
ま
す
。」 

た

梅
村
は
ち
よ
つ
と
顔
色
を
変
へ
た
。
そ
し
て
い
き
な
り
ど
な
り
つ
け
た
。 

「
吉
田
、
お
つ
る
に
向
つ
て
そ
の
や
う
な
口
の
き
ゝ
方
は
無

で
あ
ら
う
ぞ
。」 
礼

 

は
つ
、
不
注
意
の
段
、
ま
こ
と
に
申
訳
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。」 

「

 
 

驚
き
慌
て
て
、
吉
田
は
彼
の
前
に
両
手
を
つ
い
て
ひ
た
す
ら
謝
罪
し
た
。
彼
は
更
に
お
つ

の
前
に
両
手
を
突
い
て
、「
失
礼
の
段
、
何
卒
お
許
し
の
程
を
」
と
あ
や
ま
つ
た
。 

る

 
 

彼
女
は
当
惑
の
あ
ま
り
、
殆
ん
ど
泣
き
出
し
さ
う
な
顔
を
し
て
ゐ
た
。
彼
女
は
何
ら
侮
辱

な
ぞ
感
じ
て
ゐ
な
か
つ
た
し
、
吉
田
が
気
の
毒
で
な
ら
な
か
た
の
で
。 

 

お
つ
る
の
章
と
弥
平
の
章
の
二
つ
は
や
は
り
他
の
章
と
は
異
質
で
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の
異
質

な
も
の
が
途
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
感
が
深
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
て
み
れ
ば
、
作

品
全
体
の
進
行
で
あ
る
編
年
体
に
、
お
つ
る
と
弥
平
に
関
す
る
紀
伝
体
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
い

っ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
作
品
全
体
の
進
行
と
は
や
や
離
れ
た
形
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
二
章
と
六
章
の
追
加
を
、
で
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
れ

ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
の
章
と
は
異
質
で
あ
り
、
い
わ
ば
挿
入
的
な
章
で
あ
る
が
ゆ
え
に

ま
ず
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
作
品
全
体
の
進
行
と
は
や
や
離
れ
た

形
の
記
述
で
あ
る
が
ゆ
え
に
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
こ
の
よ
う
な
形
で
詳
細
に
描
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
作
品
全
体
と
し
て
は
二

人
の
人
物
は
あ
ま
り
よ
く
描
か
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
く
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分

は
作
品
全
体
の
な
か
で
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、

弥
平
の
場
合
は
そ
う
い
え
る
。
作
品
全
体
の
進
行
と
は
や
や
離
れ
た
形
の
記
述
と
い
え
る
の
は

そ
の
た
め
で
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
以
上
は
立
ち
入
る
こ
と
を
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
と

は
お
つ
る
と
弥
平
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
造
型
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
小
説
と
し
て
の

こ
の
作
品
全
体
の
評
価
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
梅
村
の
造
型
に
関
す
る
部
分

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

で

  
 
 
 
 

三 
  

後
に
検
討
す
る
の
は
省
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
省
か
れ
た
の
は
初
稿
の
〔
30
〕
と
〔
32
〕

の
二
つ
で
あ
る
。
省
か
れ
た
部
分
な
の
で
、
当
然
な
が
ら
学
会
版
の
要
約
に
も
そ
れ
に
該
当
す

も
の
は
な
い
。 

る

 

〔
30
〕
は
、
梅
村
が
遊
女
屋
へ
視
察
に
行
く
こ
と
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た

よ
う
に
、
梅
村
は
密
通
の
厳
禁
を
は
じ
め
と
す
る
風
儀
取
り
締
り
に
力
を
入
れ
た
が
、
そ
の
一

方
公
然
の
遊
女
屋
を
設
け
さ
せ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
の
有
明
楼
に
、
梅
村
は
お
つ
る
を
と
も
な
い

視
察
に
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
様
子
は
ご
く
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

後
に

梅
村
が
遊
女
屋
遊
び
を
し
た
と
の
う
わ
さ
が
広
が
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
終
わ
る
。
実
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
お
つ
る
も
連
れ
て
行
っ
た
の
だ
が
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
う
わ

さ
は
広
が
り
、
人
々
は
梅
村
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遊
女
屋
視
察
も
ま
た
梅
村
批

判
の
材
料
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
部
分
の

後
は
、「
人
々
は
そ
ん
な

風
に
口
や
か
ま
し
く
陰
口
を
云
つ
た
。
か
う
し
て
一
つ
で
も
梅
村
を
罵
倒
す
る
口
実
の
ふ
え
る

事
を
心
か
ら
満
足
に
思
ふ
か
の
や
う
に
。」
と
い
う
こ
と
ば
で
結
ば
れ
て
い
た
。
人
々
の
梅
村
に

対
す
る
批
判
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
こ
の
部
分
の
よ
う
に
誤

解
や
あ
る
い
は
曲
解
に
基
づ
く
批
判
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
だ
と
し
た
な
ら
、
こ
の
〔
30
〕
は

省
い
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
し
か
し
あ
っ
て
も
ま
た
特
に
不
都
合
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
梅
村

―61― 
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の
新
た
な
政
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
設
け
た
遊
女
屋
を
視
察
す
る
と
い
う
の
は
決
し
て
無
駄
な
記

と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
省
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
述

 

こ
の
記
述
の
す
ぐ
前
に
は
、
堤
防
工
事
完
成
の
祝
宴
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
堤
防
工
事
も

梅
村
の
発
案
に
よ
る
一
大
事
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
完
成
を
祝
い
、
工
事
に
携
わ
っ
た
す
べ
て

の
人
を
集
め
て
川
原
で
の
大
宴
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
梅
村
も
お
つ
る
を
連
れ
て

参
加
す
る
。
や
が
て
二
人
は
途
中
で
退
席
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
遊
女
屋
視
察
は
そ
の
帰

り
道
に
梅
村
が
不
意
に
い
い
出
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
然
梅
村
は
酒
を
飲
ん
で
い
た
。
し
か

も
か
な
り
酔
っ
て
お
り
、
お
つ
る
の
肩
に
も
た
れ
か
か
っ
た
り
も
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
遊
女

屋
視
察
も
そ
の
酒
の
せ
い
の
思
い
つ
き
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
遊
女
屋
で
も
梅
村

は
酒
を
運
ば
せ
、
遊
女
た
ち
を
集
め
て
身
の
上
を
尋
ね
た
り
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
酒
を
飲
ん

で
い
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
や
が
て
梅
村
は
去
っ
て
い
く
の
だ
が
、
視
察

と
し
て
は
少
々
軽
率
な
行
動
で
は
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
酒
席
の
帰
り
道
に
思
い
つ
き
で
行

わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

な

 

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
梅
村
は
決
し
て
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
誤
解
や
曲
解
に
よ
る
人
々
の
批
判
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
正
当
と
い
う

べ
き
批
判
も
あ
っ
た
。
密
通
者
や
不
平
分
子
に
対
す
る
無
慈
悲
さ
や
、
あ
ま
り
に
も
理
想
主
義

的
か
つ
と
き
に
非
現
実
的
な
思
考
と
い
っ
た
面
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
梅
村

は
決
し
て
否
定
的
に
ば
か
り
描
か
れ
て
い
た
わ
け
で
な
い
こ
と
も
ま
た
い
う
ま
で
も
な
い
。
小

さ
な
者
や
弱
い
者
に
対
す
る
優
し
さ
や
先
見
的
か
つ
合
理
主
義
的
な
思
考
と
い
っ
た
面
も
ま
た

確
か
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
肯
定
的
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
潔
癖
さ
と
い
う
点
が
梅

村
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
裏
を
か
え
せ
ば
そ
れ
は
融
通
の
き
か
な

さ
で
も
あ
る
。
密
通
者
や
不
平
分
子
に
対
す
る
無
慈
悲
さ
や
理
想
主
義
的
か
つ
非
現
実
的
な
思

考
も
、
そ
の
裏
が
え
し
に
さ
れ
た
潔
癖
さ
と
も
い
え
る
の
だ
が
、
と
に
か
く
梅
村
の
潔
癖
さ
は

徹
底
し
て
お
り
、
そ
れ
は
や
は
り
梅
村
の
肯
定
的
な
一
面
だ
っ
た
の
で
あ
る
。〔
30
〕
が
省
か
れ

の
は
、
そ
の
潔
癖
さ
と
は
相
入
れ
な
い
記
述
だ
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

た

 

そ
の
可
能
性
は
た
ぶ
ん
小
さ
く
は
な
い
。
だ
が
、
そ
う
い
い
切
る
こ
と
に
は
少
々
た
め
ら
わ

れ
る
点
も
あ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
そ
の
よ
う
な
理
由
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
少
々

描
き
方
を
変
え
て
記
す
と
い
う
方
法
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
遊
女
屋
視
察
を
酒

席
の
帰
り
道
に
思
い
つ
き
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
と
は
せ
ず
に
、
し
か
る
べ
き
形
で
行
な
わ
れ
た

こ
と
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
遊
女
屋
で
も
遊
女
た
ち
を
集
め
て
酒
を
飲
む
と
い
っ
た
行
動
を

さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
描
き
方
を
し
て
も
人
々
の
梅
村
に
対
す
る

同
様
な
批
判
を
記
す
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
誤
解
は
ど
こ
に
で
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
ど
こ
に
で
も
成
り
立
ち
得
る
の
が
曲
解
だ
か
ら
で
あ
る
。
当
然
、
そ
の
よ
う
な
描

き
方
も
あ
り
得
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
つ
ま
り
、
も
う
ひ
と
つ
の

可
能
性
を
否
定
し
切
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
々
の
梅
村
に
対
す
る
批
判

は
多
く
記
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
ゆ
え
、
こ
こ
だ
け
省
い
て
も
か
ま
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い

た
軽
い
気
持
ち
か
ら
行
な
わ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。 

っ

 

そ
し
て
、
可
能
性
と
い
う
こ
と
で
は
実
は
も
う
ひ
と
つ
考
え
得
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

遊
女
屋
を
描
い
た
場
面
だ
か
ら
で
あ
る
。
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
の
記
述
は
ご
く
簡
単
な
も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
内
部
の
具
体
的
な
様
子
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
に
等

し
い
。
だ
が
、
遊
女
屋
と
い
う
だ
け
で
省
い
た
可
能
性
も
ま
た
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
の
で
あ

る
。
現
に
当
局
側
は
性
的
な
こ
と
が
ら
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
を
伏
せ
字
に
も
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
性
的
な
こ
と
が
ら
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、〔
30
〕
を
省
い
た
決
定
的
な
理
由

定
め
が
た
い
の
で
あ
る
。 

は

 

い
よ
い
よ

後
の
〔
32
〕
で
あ
る
。〔
32
〕
は
、
実
は
省
か
れ
た
部
分
と
い
う
よ
り
は
差
し

替
え
ら
れ
た
部
分
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
っ
た
と
い
う
べ
き
な
の
は
学
会

版
の
47
、
す
な
わ
ち
先
に
詳
し
く
見
た
、
村
山
三
郎
が
お
ら
く
と
弘
之
進
の
密
会
を
発
見
し
、

お
ら
く
を
お
ど
す
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
は
そ
れ
に
近
い
も
の
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
そ
の
描
か
れ
方
は
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
内
容
も
ま
た

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
え
ば
い
え
る
の
で
あ
る
。
大
き
な
ち
が
い
は
ま
ず
、
村
山
が
登
場

し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
学
会
版
の
47
で
は
、
お
ら
く
と
弘
之
進
の
密
会
は
こ
の
村
山
に
目
撃
さ

れ
る
と
い
う
形
で
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
目
撃
さ
れ
る
と
い
う
形
は
〔
32
〕
で
も
変
わ
っ

て
は
い
な
か
っ
た
。
村
山
に
代
わ
る
目
撃
者
は
二
人
の
老
人
で
あ
る
。
二
人
は
通
り
を
歩
い
て

い
く
お
ら
く
を
発
見
し
、
立
ち
止
ま
っ
て
し
ば
ら
く
眺
め
た
あ
と
、
再
び
歩
き
出
し
な
が
ら
お

ら
く
に
つ
い
て
話
し
出
す
。
む
ろ
ん
、
お
ら
く
の
美
し
さ
を
賛
嘆
し
合
う
の
だ
が
、
47
と
大
き

―62― 
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く
異
な
る
も
う
ひ
と
つ
の
点
は
、
お
ら
く
の
目
撃
は
実
は
こ
れ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
人
の
老
人
は
弘
之
進
と
二
人
連
れ
の
場
面
を
目
撃
し
た
わ
け
で
は
な
い

の
で
あ
る
。
た
だ
、
二
人
の
老
人
の
う
ち
の
一
人
が
、
あ
る
と
き
二
人
を
目
撃
し
た
こ
と
を
語

っ
て
い
た
。「
己
ア
弘
之
進
様
が
お
ら
く
と
手
を
取
つ
て
、
暗
闇
を
歩
い
て
ご
ざ
つ
た
所
を
ち
や

ん
と
見
届
け
た
の
じ
や
。」
と
一
人
の
老
人
は
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
も
う
一
方
の
老
人
は
「
暗

闇
で
よ
う
見
分
け
が
つ
い
た
の
う
。」
と
ま
ぜ
っ
か
え
す
の
だ
が
、「
そ
り
や
ア
、
お
前
、
暗
闇

と
云
つ
た
つ
て
、
星
あ
か
り
ぐ
ら
ゐ
は
あ
つ
た
さ
。」
と
答
え
て
い
た
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の

ち
が
い
と
い
う
べ
き
な
の
は
そ
の
記
述
量
で
あ
る
。〔
32
〕
は
老
人
た
ち
の
会
話
を
中
心
と
し
た

比
較
的
短
か
い
も
の
で
、
47
の
四
分
の
一
程
度
の
量
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
47
は
、
学
会
版
の
な

で
は

も
長
い
も
の
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

か

 

こ
の
よ
う
な
ち
が
い
の
あ
る
記
述
を
差
し
替
え
と
い
っ
て
よ
い
か
は
微
妙
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

を
差
し
替
え
と
い
う
の
も
あ
な
が
ち
ま
ち
が
え
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
こ
こ
で
は
一

応
省
略
と
し
て
扱
う
こ
と
に
し
た
の
で
る
。
し
た
が
っ
て
、
47
も
同
様
追
加
で
は
な
く
差
し
替

え
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
47
に
つ
い
て
は
す
で
に
検
討
済
み
で
あ

る
。
村
山
と
い
う
人
物
を
登
場
さ
せ
て
の
そ
こ
で
の
書
か
れ
方
に
は
疑
問
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
追
加
な
ら
ば
む
し
ろ
な
く
も
が
な
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
む
し
ろ
〔
32
〕
の
方
が
問
題
は
少
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、〔
32
〕
で
は
お
ら

く
は
た
だ
通
り
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
を
二
人
の
老
人
に
見
ら
れ
る
だ
け
の
人
物
に
す
ぎ
な
い
。

47
も
ま
た
基
本
的
に
は
村
山
に
見
ら
れ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
比
べ

れ
ば
お
ら
く
は
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
形
で
描
か
れ
て
い
た
。
47
を
検
討
し
た
際
に
も
述
べ
た
よ
う

に
、
学
会
版
で
は
女
性
の
登
場
人
物
に
幾
分
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と

し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
47
に
お
け
る
お
ら
く
の
方
が
そ
の
意
図
を
よ
り
実
現
し
て
い
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
基
本
的
に
は
村
山
に
見
ら
れ
る
と
い
う
形
で
、
あ
る
い
は
村
山
の
視
点

で
描
か
れ
て
い
た
に
し
て
も
で
あ
る
。〔
32
〕
が
省
か
れ
た
の
は
、
あ
る
い
は
差
し
替
え
ら
れ
た

は
、
お
ら
く
が
あ
ま
り
に
も
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

の

 

以
上
で
、
初
稿
第
二
編
か
ら
学
会
版
第
二
部
へ
の
改
稿
に
つ
い
て
は
終
わ
り
で
あ
る
。
学
会

版
第
三
部
に
相
当
す
る
初
稿
第
三
編
と
い
う
べ
き
も
の
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
初
稿

か
ら
学
会
版
へ
の
改
稿
は
こ
れ
で
ひ
と
と
お
り
は
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま
で

に
検
討
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
変
更
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
単
位
内
に
お
け

る
、
あ
る
い
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
を
越
え
な
い
変
更
も
少
な
く
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
次

稿
で
は
補
足
的
に
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
補
足
と
い
う
こ
と
で
は
伏
せ
字
に

い
て
、
そ
し
て
誤
植
や
誤
記
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。 

つ

                     

Res. Bull. O
bihiro.,26(2005):39

～63 

―63― 


	表紙
	目次
	自然科学分野
	中国北西部の黄土高原におけるかん木ステップの植生と生産性におよぼす刈取りと放牧の影響
	プラムとブルーベリーに含まれるポリフェノール量と抗酸化性との相関
	低温と光がアズキ実生の抗酸化酵素活性に与える影響
	低温性雪腐病菌Sclerotinia nivalisのアルファルファ培養ポリガラクツロナーゼ活性の低温適応
	北海道帯広市におけるエゾリスの交通事故とその防止対策

	人文・社会科学分野
	江馬修『山の民』研究序説〔二〕

	平成16年度帯広畜産大学研究業績
	原著論文
	総説
	著書

	平成16年度帯広畜産大学大学院畜産学研究科修士学位論文題目
	平成16年度岐阜大学大学院連合獣医学研究科博士学位論文題目
	平成16年度岩手大学大学院連合農学研究科博士学位論文題目
	おくづけ
	欧文目次



